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　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、実施予定のイベントに変更が生じる場合があります。
当月号に掲載している内容についても、今後、変更となる場合があります。主催の問い合わせ先に
ご確認いただくか、山鹿市ホームページなどでご確認ください。

問情報政策推進課  ☎（43）1118

　市が発信する行政情報を取得できる他、家族や友人、行政区
や各種グループでの情報共有ができます。
※�緊急情報の発信の他、防災情報も充実しています。日頃の
「備え」として、活用をお願いします。

●出前講座  実施中●

地域コミュニケーションアプリ地域コミュニケーションアプリ

　「やまがメイト」で検索、
または上記二次元コードを
読み込んでください。

「もしも」の前にダウンロード！
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上記の筆文字
「やまが」を書いた

子どもたちを
紹介する

コーナーです

　漫画が大好きなので、将来の夢は漫画の編集者にな
ることです。夢を叶えるため、編集者として必要な国
語や外国語といった文章や言語の勉強をがんばってい
ます。

山本くららさん
大道小学校６年生

　２月３日〜25日の金・土曜に山鹿の冬の風物詩「百華百
彩」が開催されました。和傘と竹灯りの優しい明かりが会場
を包み込み、多くの人の目を楽しませていました。八千代座
では、勇壮な山鹿太鼓と優雅な山鹿灯籠踊り保存会による「山
鹿風情物語」が開催され、多くの人でにぎわいました。
　表紙は、明かりスポットの一つである金

こん
剛
ごう
乗
じょう
寺
じ
の様子です。

今月の表紙　　山鹿灯籠浪漫・百華百彩山鹿灯籠浪漫・百華百彩
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栗の実保育園の節分祭栗の実保育園の節分祭

　
２
月
３
日
、
菊
鹿
町
長な

が

の

栗
の
実
保
育
園
に
大
き
な
赤

鬼
が
入
っ
て
き
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
み
ん
な

で
「
鬼
は
ー
外
ー
福
は
ー

内
ー
！
」
と
鬼
に
向
か
っ
て

大
声
で
叫
び
、
大
豆
の
代
わ

り
に
ゴ
ム
ボ
ー
ル
を
投
げ
て

追
い
出
し
ま
し
た
。
ま
た
子

ど
も
た
ち
は
、
自
分
で
作
っ

た
鬼
の
面
を
か
ぶ
り
、
自
分

の
中
の
わ
が
ま
ま
や
好
き
嫌

い
な
ど
の
邪
気
も
追
い
出
し

て
、
最
後
に
一
年
の
無
病
息

災
を
願
っ
て
、
いっ
た
大
豆
を

歳
の
数
だ
け
食
べ
ま
し
た
。

鬼は外ー！　福は内ー！鬼は外ー！　福は内ー！

2月の山鹿の風景

　

２
月
５
日
、
コ
ロ
ナ
禍
で

今
回
は
10
チ
ー
ム
と
少
な
め

で
し
た
が
３
年
ぶ
り
に
号
砲

が
轟
い
た
第
49
回
菊
鹿
一
周

駅
伝
大
会
。
写
真
は
、各
チ
ー

ム
の
エ
ー
ス
が
競
い
合
う
１

区
の
ラ
ン
ナ
ー
が
走
り
始
め

た
様
子
で
、
一
番
左
の
選
手

は
川
原
区
の
冨
田
大ひ

ろ

翔と

さ
ん
。

　

ス
タ
ー
タ
ー
を
務
め
た
堀

田
浩こ

う
い
ち
ろ
う

一
郎
教
育
長
は
「
こ
の

伝
統
あ
る
駅
伝
大
会
は
、
人

手
不
足
な
ど
の
課
題
を
抱
え

な
が
ら
も
積
極
的
に
取
り
組

ま
れ
る
各
区
の
皆
さ
ん
の
努

力
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
」

と
語
り
ま
し
た
。

33
年
ぶ
り
の
号
砲

年
ぶ
り
の
号
砲

第第
4949
回
菊
鹿
一
周
駅
伝
大
会

回
菊
鹿
一
周
駅
伝
大
会
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～地域とともに 148 年、感謝の思いを胸に三岳小学校は閉校します～～地域とともに 148 年、感謝の思いを胸に三岳小学校は閉校します～

輝
か
し
い
伝
統
あ
る
歴
史
に
幕

輝
か
し
い
伝
統
あ
る
歴
史
に
幕  

　　

三
岳
小
学
校
は
、
３
月

三
岳
小
学
校
は
、
３
月
3131
日
を
も
っ
て

日
を
も
っ
て

閉
校
を
迎
え
、
１
４
８
年
の
歴
史
に
幕
を

閉
校
を
迎
え
、
１
４
８
年
の
歴
史
に
幕
を

下
ろ
し
ま
す
。
閉
校
の
年
に
あ
た
り
、
歴

下
ろ
し
ま
す
。
閉
校
の
年
に
あ
た
り
、
歴

代
の
卒
業
生
の
皆
さ
ん
か
ら
手
紙
や
電
話

代
の
卒
業
生
の
皆
さ
ん
か
ら
手
紙
や
電
話

を
い
た
だ
き
、
三
岳
小
学
校
で
学
ん
で
い

を
い
た
だ
き
、
三
岳
小
学
校
で
学
ん
で
い

た
頃
の
思
い
出
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

た
頃
の
思
い
出
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
皆
さ
ん
の
お
話
か
ら
共
通
し
て
感

し
た
。
皆
さ
ん
の
お
話
か
ら
共
通
し
て
感

じ
る
こ
と
が
三
岳
小
学
校
へ
の
深
い
愛
情

じ
る
こ
と
が
三
岳
小
学
校
へ
の
深
い
愛
情

で
す
。
三
岳
小
学
校
へ
の
思
い
は
、
年
代

で
す
。
三
岳
小
学
校
へ
の
思
い
は
、
年
代

を
問
わ
ず
同
じ
で
す
。
在
校
生

を
問
わ
ず
同
じ
で
す
。
在
校
生
6161
人
は
、

人
は
、

こ
れ
ま
で
の
先
輩
た
ち
、
校
区
の
皆
さ
ん

こ
れ
ま
で
の
先
輩
た
ち
、
校
区
の
皆
さ
ん

の
三
岳
小
学
校
へ
の
思
い
を
胸
に
、
こ
の

の
三
岳
小
学
校
へ
の
思
い
を
胸
に
、
こ
の

最
後
の
年
を
光
り
輝
く
年
に
し
よ
う
と
が

最
後
の
年
を
光
り
輝
く
年
に
し
よ
う
と
が

ん
ば
っ
て
き
ま
し
た
。

ん
ば
っ
て
き
ま
し
た
。

　

特
に
こ
の
一
年
間
、
閉
校
を
前
に
地
域

　

特
に
こ
の
一
年
間
、
閉
校
を
前
に
地
域

に
学
ぶ
学
習
や
思
い
出
に
残
る
イ
ベ
ン
ト

に
学
ぶ
学
習
や
思
い
出
に
残
る
イ
ベ
ン
ト

を
数
多
く
行
っ
て
き
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま

を
数
多
く
行
っ
て
き
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま

な
学
習
や
活
動
を
通
し
、
地
域
の
皆
さ
ん

な
学
習
や
活
動
を
通
し
、
地
域
の
皆
さ
ん

か
ら
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

か
ら
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

校
区
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
確
認
し
た
年
に

校
区
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
確
認
し
た
年
に

も
な
り
ま
し
た
。

も
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
特
集
号
で
は
、
閉
校
記
念
に
関
す

　

こ
の
特
集
号
で
は
、
閉
校
記
念
に
関
す

る
寄
稿
の
他
、
最
後
の
年
を
飾
る
子
ど
も

る
寄
稿
の
他
、
最
後
の
年
を
飾
る
子
ど
も

た
ち
の
姿
、
そ
れ
か
ら
歴
代
の
先
輩
た
ち

た
ち
の
姿
、
そ
れ
か
ら
歴
代
の
先
輩
た
ち

の
思
い
出
の
写
真
も
交
え
て
、
三
岳
小
学

の
思
い
出
の
写
真
も
交
え
て
、
三
岳
小
学

校
を
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く

校
を
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

だ
さ
い
。

ありがとう  三岳小学校ありがとう  三岳小学校
校訓　　認め合い　高め合い　助け合う校訓　　認め合い　高め合い　助け合う

最後の運動会
　応援合戦、玉入
れ、ソーラン節な
ど地域の皆さんに
も応援していただ
きました

ふるさと遠足
　校区内にある正円
寺、彦嶽宮、みかん
山 へ。 歴 史、 自 然、
そして地域を支える人
たちと触れ合う貴重
な１日となりました津留井手祭りの「巫

み こ
女舞」と小坂

ふるさと祭りの「雨乞い踊り」

正円寺

令和 4 年 12 月 1 日撮影 ©️2010 熊本県くまモン令和 4 年 12 月 1 日撮影 ©️2010 熊本県くまモン
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interview 03

閉校準備委員会
委員長
池部哲

て つ ひ ろ

博さん

 

ト
ピ
ッ
ク
ス

　明治 8 年開校から 148 年。歴史あ
る三岳小学校が閉校となることは、小
学校で学んだ一人として寂しさと残念
な思いで胸がいっぱいです。多いとき
は学年 100 人近くいた児童が、今で
は 10 人程度になり、やむを得ないと
納得する自分がいます。

interview 02

児童会代表
6 年
野口裟

さ わ

羽さん

　三岳小学校最後の６年生になれてと
ても光栄に思います。この素敵な三岳
小でみんなと過ごし、また、たくさん
勉強し、いろいろな思い出を作れたこ
とは忘れません。閉校するのはとても
悲しいけれど、三岳の人の宝物として
残るものと思います。

interview 01

育
い く ほ う

萌会
会長
長瀨勇

ゆ う せ い

誠さん

　本年度をもって三岳小学校は 148
年の歴史に幕を下ろすことになりまし
た。保護者の皆さま、三岳小学校の先
生方、卒業生の皆さまそして地域の皆
さまには、閉校と統合に当たり、協議
や準備にご尽力賜り心より感謝申し上
げます。

　
　
　
　
　

荒
平

　
　
　
　
　

荒
平
真真ま

す

み

ま

す

み

寿
美
寿
美
校
長
校
長

　

輝
か
し
い
歴
史
あ
る
伝
統
と
豊
か

　

輝
か
し
い
歴
史
あ
る
伝
統
と
豊
か

な
自
然
、
そ
し
て
子
ど
も
た
ち
を
三

な
自
然
、
そ
し
て
子
ど
も
た
ち
を
三

岳
の
宝
と
し
て
大
切
に
育
て
て
い
た

岳
の
宝
と
し
て
大
切
に
育
て
て
い
た

だ
い
た
地
域
の
皆
さ
ん
に
見
守
ら
れ

だ
い
た
地
域
の
皆
さ
ん
に
見
守
ら
れ

な
が
ら
、
三
岳
小
は
閉
校
の
日
を
迎

な
が
ら
、
三
岳
小
は
閉
校
の
日
を
迎

え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
大
好
き

え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
大
好
き

な
三
岳
小
は
、
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん

な
三
岳
小
は
、
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん

の
心
の
中
で
生
き
続
け
ま
す
。
こ
れ

の
心
の
中
で
生
き
続
け
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
ご
支
援
本
当
に
あ
り
が
と
う

ま
で
の
ご
支
援
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼閉校記念のイベント
東京演劇集団「風」による「ヘ
レン・ケラー」の公演、くまモ
ン来校など思い出に残るイベン
トをたくさん行いました

▲昭和 55 年の「うさぎ追
い」自然豊かな三岳校区な
らではの行事です

▼昭和 24 年当時の運動会
マット・跳び箱運動を披露する
児童。倒立した児童を跳び越
える難しい技にも挑戦していま
した。奥に見えるのは三岳の
シンボルの 1 つ震岳

▲昭和 44 年「交通教室」
この当時から運動場にコース
を作って自転車教室を行って
いました。後ろに見えるのは
懐かしい旧校舎

▲ 2 月１２日の閉校記念式典において、校旗が山鹿
　市に返納されました

interview 04
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平
小
城
小
学
校
は
、
今
か
ら

　

平
小
城
小
学
校
は
、
今
か
ら

１
５
０
年
前
の
明
治
６
年
、
平
山
、

１
５
０
年
前
の
明
治
６
年
、
平
山
、

城城じ
ょ
う

じ
ょ
うの

各
地
区
に
開
か
れ
た
尋
常
小

の
各
地
区
に
開
か
れ
た
尋
常
小

学
校
が
始
ま
り
。
当
時
、
校
舎
と

学
校
が
始
ま
り
。
当
時
、
校
舎
と

い
う
も
の
は
存
在
せ
ず
、
大
き
な

い
う
も
の
は
存
在
せ
ず
、
大
き
な

お
屋
敷
の
一
角
を
借
り
て
始
ま
っ

お
屋
敷
の
一
角
を
借
り
て
始
ま
っ

た
と
言
い
ま
す
。
両
校
は
大
正
時

た
と
言
い
ま
す
。
両
校
は
大
正
時

代
に
合
併
し
、
昭
和
２
年
に
最
初

代
に
合
併
し
、
昭
和
２
年
に
最
初

の
校
舎
が
建
ち
、
昭
和

の
校
舎
が
建
ち
、
昭
和
2929
年
に
校

年
に
校

名
が
山
鹿
市
立
平
小
城
小
学
校
に

名
が
山
鹿
市
立
平
小
城
小
学
校
に

定
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和

定
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和
3535

年
に
は
児
童
数
が
最
高
の
４
３
１

年
に
は
児
童
数
が
最
高
の
４
３
１

人
を
数
え
た
と
記
録
が
残
り
ま
す
。

人
を
数
え
た
と
記
録
が
残
り
ま
す
。

　

平
小
城
小
を
語
る
上
で
欠
か
せ

　

平
小
城
小
を
語
る
上
で
欠
か
せ

な
い
の
は
昭
和

な
い
の
は
昭
和
5555
年
か
ら
続
く
保

年
か
ら
続
く
保

護
者
、
職
員
、
地
域
の
皆
さ
ん
で

護
者
、
職
員
、
地
域
の
皆
さ
ん
で

組
織
さ
れ
た
育
成
会
の
存
在
。
久

組
織
さ
れ
た
育
成
会
の
存
在
。
久

住
登
山
、
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク
、
自

住
登
山
、
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク
、
自

然
探
検
お
別
れ
遠
足
な
ど
、
子
ど

然
探
検
お
別
れ
遠
足
な
ど
、
子
ど

も
た
ち
は
他
で
は
味
わ
え
な
い
体

も
た
ち
は
他
で
は
味
わ
え
な
い
体

験
を
通
し
て
学
校
や
地
域
を
誇
り

験
を
通
し
て
学
校
や
地
域
を
誇
り

に
思
い
人
を
敬
う
心
を
育
み
ま
す
。

に
思
い
人
を
敬
う
心
を
育
み
ま
す
。

　

河
田

　

河
田
輝輝て

る
ひ
こ

て
る
ひ
こ彦彦

校
長
は
「
こ
の
積
み

校
長
は
「
こ
の
積
み

重
ね
が
平
小
城
小
の
原
動
力
で
す
」

重
ね
が
平
小
城
小
の
原
動
力
で
す
」

と
、
閉
校
式
典
で
述
べ
ま
し
た
。

と
、
閉
校
式
典
で
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
河
田
校
長
は
、
少
な
い

　

ま
た
、
河
田
校
長
は
、
少
な
い

人
数
で
も
素
晴
ら
し
い
学
校
を

人
数
で
も
素
晴
ら
し
い
学
校
を

作
っ
て
き
た

作
っ
て
き
た
2323
人
の
児
童
を
み
ん

人
の
児
童
を
み
ん

な
の
宝
と
称
え
、
こ
れ
か
ら
山
鹿

な
の
宝
と
称
え
、
こ
れ
か
ら
山
鹿

小
、
三
岳
小
の
仲
間
と
力
を
合
わ

小
、
三
岳
小
の
仲
間
と
力
を
合
わ

せ
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
と
エ
ー
ル

せ
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
と
エ
ー
ル

を
送
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
河
田

を
送
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
河
田

校
長
は
、
１
５
０
年
の
歴
史
に
幕

校
長
は
、
１
５
０
年
の
歴
史
に
幕

を
閉
じ
る
平
小
城
小
学
校
の
思
い

を
閉
じ
る
平
小
城
小
学
校
の
思
い

出
と
、
培
わ
れ
た
伝
統
や
文
化
は

出
と
、
培
わ
れ
た
伝
統
や
文
化
は

未
来
永
劫
、
ふ
る
さ
と
平
小
城
を

未
来
永
劫
、
ふ
る
さ
と
平
小
城
を

愛
す
る
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
受
け
継

愛
す
る
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
受
け
継

が
れ
て
行
く
こ
と
と
述
べ
、
子
ど

が
れ
て
行
く
こ
と
と
述
べ
、
子
ど

も
た
ち
の
新
た
な
学
舎
と
な
る
山

も
た
ち
の
新
た
な
学
舎
と
な
る
山

鹿
小
学
校
、
そ
し
て
平
小
城
の
限

鹿
小
学
校
、
そ
し
て
平
小
城
の
限

り
な
い
発
展
を
祈
念
し
て
、
早
田

り
な
い
発
展
を
祈
念
し
て
、
早
田

順順じ
ゅ
ん

じ
ゅ
ん

一一い
ち
い
ち

山
鹿
市
長
に
校
旗
を
返
納
し

山
鹿
市
長
に
校
旗
を
返
納
し

ま
し
た
。

ま
し
た
。

平
小
城
小
学
校

1卒業生の下田眞
しんいちろう

一郎さんが特別に制作した校歌の第６章を
含め参加者全員で校歌を斉唱。また、教え子である実行委員
からの要請に応えてピアノを演奏する三玉小学校の前田洋

よう

子
こ

教諭　2返納される校旗　3島田紀
き み こ

三子さんの筆による閉校
記念碑。左右に刻まれているのは、かつて校庭にあった並木「す
ずかけ」と、馴染み深い久住登山　4式典に招かれた 95 歳の
宮崎博

ひろくに

邦さんは当時を知る卒業生　5児童代表あいさつをす
る 6 年松藤夢

ゆ ら

來さん　6式典第２部で劇を披露する 6 年生　
7閉校記念に制作されたひらおぎカルタ

1

4

3

25

6

〜
あ
り
が
と
う
平
小
城
小
〜

　
　
こ
れ
ま
で
にThanks

　&

　
こ
れ
か
ら
をThink

　▲育成会主催の久住登山

１
５
０
年
の
歴
史
に
幕

学ま
な
び

舎や

は
閉
じ
よ
と
も
　
う
る
わ
し
ひ
ら
お
ぎ
続
い
て
く

　
　
こ
こ
ろ
つ
な
ご
う
　
明
日
を
創
ろ
う
　
永と

わ遠
な
れ
ひ
ら
お
ぎ

7
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　歴史ある地域に愛されるこの小学
校で、二人の子どもを育てることが
出来た事を大変うれしく感じていま
す。小規模校だからこその地域との
つながりや、先生はじめ地域の皆さ
んの愛情をいっぱいに受けて勉学に
励むことが出来ました。久住登山や
ナイトハイク、歴史ある場所や山々を
探索しながら活動する機会は、子ど
もたちの一生の思い出となったこと
でしょう。統合してからも平小城で
の経験を胸にがんばってほしいです。

平小城小学校に感謝

　平小城小学校は、
150 年 の 長 き に
わたり学びの場の

みならず地域住民が集う場として輝かしい
歴史を築いてきました。地域と関わりの深
い小学校が閉校になることは、地域住民に
とってシンボルの灯りが消えた思いです。
しかし、少子高齢化が進む中で、子どもの
教育環境を第一に考えた方針であり、苦渋
の決断と思います。今、私たちに出来るこ
とは、小学校の歴史を振り返るとともに素
晴らしい伝統を後世に残し、顕彰すること
だと考えています。

平小城小学校
河田輝

てるひこ

彦校長

　平小城小学校の中で「島」が１番好
きな場所です。私はここで６年間ずっ
と遊んでいました。例えば島鬼やま
まごと、サバイバルごっこなどです。
大きな木があって日陰になっている
ので、暑い日はみんな島の日陰に集
まって遊んでいました。島には大きな
岩が５つあり、遊ぶことができます。
ソテツや色んな種類の木があります。
他の学校にはないし、とてもすてき
な場所です。平小城小が閉校しても、
時々遊びに行きたいです。

　平小城小での思い出はたくさんあ
ります。入学式の日に初めて校舎に
入り、持ったこともないランドセル
をもらったときはとてもうれしかっ
たです。
　段ボールで作った大きなライオン
も印象に残っています。６年生の運
動会では団長になり、うれしい気持
ちとみんなをまとめられるか心配な
気持ちがありましたが、副団長の支
えで楽しく運動会ができました。平
小城小の思い出は忘れられない思い
出ばかりです。

PTA　
稗島孝

こういちろう

一朗会長
６年　
稗島絢

あや

萌
め

さん
６年　
新堀葵

あおい

さん

ありがとう平小城小　誇り高くいつまでも
　明治６年に城・平山に尋常小学校として開校
以来、150 年の歴史と伝統ある平小城小学校が
閉校しますことに、感謝と寂しさでいっぱいで
す。本校は、明治初期からこれまで多くの功績
を収め、数多くの人材を輩出しました。近年は

研究や部活動での活躍はめざましく、科学展では本年まで 43 回の県出
品の表彰を受け、部活動では女子ミニバスケットボールや男子サッカー
などにおいて、県入賞を幾たびも果たしました。さらに、保護者・地域
の教育力も非常に高く、一昨年、文部科学大臣表彰を受けた、昭和５５
年から今日まで続く “ 育成会 ” による久住登山などの取り組みは、子ど
もたちの精神的支柱となっています。
　平小城小学校は閉校しますが、皆さんの思い出は心の中で生き続け、
いつまでも語り継がれていくことと確信しています。
　新たな学び舎となる山鹿小学校でも、ふるさと平小城で築かれた精神
と誇りを胸に、新しい多くの友との活躍を心より祈念致します。

▲最後の運動会で踊ったソーラン節

閉校記念事業
実行委員会
松永義

よしみつ

光会長

7　2023.3　広報やまが
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山
鹿
市
は
、
沖
縄
県
宮
古
島
市
と
農
業
・

教
育
・
観
光
の
３
分
野
で
交
流
を
進
め
て
お

り
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
人
材
育
成

を
目
的
に
、
令
和
元
年
度
か
ら
鹿
北
中
学
校

が
修
学
旅
行
で
宮
古
島
市
を
訪
れ
現
地
の
中

学
生
と
交
流
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
宮
古
島
市
と
の
交
流
発
展
の
可
能

性
を
探
る
べ
く
、
鹿
北
中
以
外
の
４
校
（
山

鹿
中
・
菊
鹿
中
・
鹿
本
中
・
米
野
岳
中
）
か

ら
、
１・２
年
の
代
表
生
徒
で
構
成
し
た
派
遣

団
が
、
２
泊
３
日
の
日
程
で
宮
古
島
市
を
訪

れ
、
西
辺
中
学
校
の
２
年
生
の
皆
さ
ん
と
交

流
し
ま
し
た
。

【
１
月
26
日
　
派
遣
１
日
目
】

　
中
学
校
の
体
育
館
で
方
言
ク
イ
ズ
な
ど
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
後
、
バ
ス
で
大
浦

湾
に
移
動
し
、
ヒ
ト
エ
グ
サ
（
ア
オ
サ
）
の

収
穫
体
験
で
交
流
を
深
め
つ
つ
、
漁
業
や
環

境
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

【
１
月
27
日
　
派
遣
２
日
目
】　

　
地
下
ダ
ム
資
料
館
や
宮
古
島
市
総
合
博
物

館
で
、
市
の
歴
史
や
風
土
の
勉
強
に
加
え
、

シ
ー
サ
ー
作
り
や
三
線
体
験
な
ど
伝
統
文
化

を
学
び
ま
し
た
。

【
感
想
１
】　
山
鹿
中
２
年
　
中
島
憂ゆ

う

人と

さ
ん

　
こ
の
派
遣
で
、
改
め
て
さ
ま
ざ
ま
な
人
と

交
流
す
る
こ
と
や
文
化
、
自
然
を
学
ぶ
こ
と

の
大
切
さ
を
知
り
ま
し
た
。
気
心
の
知
れ
た

友
達
と
で
は
な
く
、
他
の
友
達
と
た
く
さ
ん

話
す
こ
と
で
違
っ
た
見
方
も
で
き
る
し
、
さ

ら
に
違
っ
た
見
方
を
す
る
こ
と
で
視
野
も
広

が
っ
て
い
き
ま
す
。
短
い
間
で
し
た
が
知
ら

な
い
者
同
士
で
交
流
す
る
こ
と
で
自
分
自
身

の
成
長
を
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
山
鹿
中

学
校
の
み
ん
な
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦

し
、経
験
を
積
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
感
想
２
】　
鹿
本
中
２
年
　
社
方
勇ゆ

う

吾ご

さ
ん

　
宮
古
島
市
で
は
、
新
し
い
こ
と
を
た
く
さ

ん
知
り
、
ま
た
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
驚
き
、

１
日
１
日
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
今
回
学
ん
だ
こ
と
を
鹿
本
中
学
校
全
体
に

伝
え
、
今
後
の
活
動
に
生
か
し
た
い
と
思
い

ま
し
た
。
ま
た
、
自
分
の
成
長
に
つ
な
が
っ

た
宮
古
島
市
で
の
経
験
を
多
く
の
人
に
分

か
っ
て
欲
し
い
の
で
、
宮
古
島
市
の
中
学
校

や
文
化
を
リ
モ
ー
ト
で
知
る
こ
と
が
で
き
る

機
会
を
取
り
入
れ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
し
た
。

西辺中の生徒（右）に収穫方法を教え
てもらいながら収穫する山鹿市の生徒

いつまでも遊んでいたかった青い海と
白い砂の美しい渚（与

よ
那
な

覇
は

前
まえ

浜
はま

ビーチ）

三
さんしん

線体験で、宮古民謡協会の棚原芳
よしかず

和
副会長から指導を受ける生徒

【1 月 26 日〜 28 日】
山鹿市内の中学 1・2 年生 20 人が
沖縄県宮古島市立西

に し

辺
べ

中学校と交流

【
山

鹿
市

〜
宮

古
島

市
】

【
山

鹿
市

〜
宮

古
島

市
】

直
線

距
離

約
10

50
㌖

直
線

距
離

約
10

50
㌖

福
岡

空
港

か
ら

約
４

時
間

令和４年度令和４年度
山鹿市教育交流事業山鹿市教育交流事業
派遣レポート派遣レポート

▲アオサの養殖場が広がる大浦湾の海岸

宮古島市立
西辺中学校の概要
生徒数 41 人
校訓「文武両道」
地域の概要
標高 95m のピンフ嶺の麓に
広がり、伊良部島を見渡すこ
とができる風光明媚な場所
で、施設園芸などの農業が
盛んな地域

 

ト
ピ
ッ
ク
ス

 

ト
ピ
ッ
ク
ス

 

ト
ピ
ッ
ク
ス



阿
部
阿
部
詩詩う

た

う

た

選
手
選
手

　
　
　
　

　
　
　
　  
柔
道
教
室

柔
道
教
室
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1

2

56

3

1金メダルを胸にあいさつをする阿部選手　2生徒の質問に
笑顔が溢れる阿部選手　3山鹿市内小中学生と集合写真
45八千代座で灯籠娘のなりきり体験。左は松岡靖

やすたか

昂さん、
右は森さん。※ 2 人は鹿本高柔道部出身で松岡さんは森さ
んの 1 年先輩。柔道教室の実現に地元から協力しました。
松岡さんは、取得したアスレチックトレーナーと鍼灸師の資格
を生かし、春から家業の旅館で開業予定　6カメラ目線で釣
り込み腰を掛けてくれた広報にも協力的な阿部選手

東
京
東
京2020

2020

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

柔
道
女
子

柔
道
女
子
5252
㌔
級
金
メ
ダ
リ
ス
ト

㌔
級
金
メ
ダ
リ
ス
ト

4

　
１
月
28
日
、
山
鹿
市
総
合
体

育
館
で
県
下
小
中
学
生
の
強
化

指
定
選
手
を
対
象
に
、
阿
部
選

手
（
日
体
大
４
年
）
に
よ
る
柔

道
教
室
が
行
わ
れ
、
約
３
百
人

の
小
中
学
生
が
阿
部
選
手
と
阿

部
選
手
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
パ
ー

ト
ナ
ー
森
和か

ず

輝き

さ
ん
（
合
志
市

出
身
、
鹿
本
高
、
日
体
大
卒
、

同
大
助
手
）
か
ら
技
の
指
導
を

受
け
ま
し
た
。
こ
れ
は
森
さ
ん

が
故
郷
熊
本
や
母
校
に
柔
道
を

通
し
て
恩
返
し
を
し
よ
う
と
企

画
し
、
阿
部
選
手
が
協
力
し
た

も
の
で
県
柔
道
協
会
が
主
催
。

ま
た
、
阿
部
選
手
は
教
室
終
了

後
、
八
千
代
座
で
灯
籠
娘
な
り

き
り
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

◀︎この日の様子が動画で見られます　
　　　　　　　【よへほちゃんねる】
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発売初日、栗と空でブラックモンブランを手にする４

発売初日、栗と空でブラックモンブランを手にする４

人は、鞠智城イメージキャラクター「ころうくん」を

人は、鞠智城イメージキャラクター「ころうくん」を

愛する「ころ友」だそう。「新聞で発売を知り、急いで

愛する「ころ友」だそう。「新聞で発売を知り、急いで

買いに来ました。おいしいです」と話してくれました。

買いに来ました。おいしいです」と話してくれました。

【お問い合わせ先】【お問い合わせ先】
 山鹿市物産館連絡協議会事務局 山鹿市物産館連絡協議会事務局
 菊鹿町下内田 733（あんずの丘）　 菊鹿町下内田 733（あんずの丘）　
 ☎（48）3100 ☎（48）3100
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２
月
、
山
鹿
市
物
産
館
連
絡
協
議

会
が
、
生
産
量
西
日
本
一
の
山
鹿
の

栗
を
使
用
し
た
「
ブ
ラ
ッ
ク
モ
ン
ブ

ラ
ン
」（
製
造
は
竹
下
製
菓
、
小
売
価

格
は
１
本
２
２
０
円
）
を
市
内
７
カ

所
の
物
産
館
で
販
売
し
ま
し
た
。　

　

前
回
（
令
和
３
年
11
月
）
は
、
数

日
で
完
売
し
た
こ
と
か
ら
で
き
る
だ

け
多
く
の
人
に
味
わ
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
、
前
回
の
２
倍
（
４
万
本
）

に
増
や
し
ま
し
た
が
、
今
回
も
好
評

で
す
。

　

こ
の
企
画
に
携
わ
る
植
田
さ
ん
は

「
ま
ず
は
購
入
い
た
だ
い
た
お
客
様
と

販
売
促
進
な
ど
に
支
援
を
し
て
い
た

だ
い
た
山
鹿
市
に
心
か
ら
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
企
画
は
、
栗
の
加
工
か
ら
販

売
ま
で
を
自
分
た
ち
で
行
い
収
益
性

を
高
め
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い

い
か
を
研
究
す
る
試
験
的
な
取
り
組

み
で
す
。
生
産
量
は
西
日
本
一
で
も
、

そ
の
実
感
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
、

山
鹿
の
栗
の
多
く
は
市
外
へ
出
荷
さ

れ
、
和
菓
子
や
洋
菓
子
な
ど
に
加
工

さ
れ
て
何
倍
に
も
価
値
を
高
め
て
販

売
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
も

ち
ろ
ん
市
内
で
も
付
加
価
値
の
付
い

た
加
工
品
は
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
が

全
生
産
量
か
ら
見
れ
ば
僅
か
で
す
。

栗
は
、
加
工
が
大
変
な
こ
と
も
あ
り
、

多
く
の
栗
商
品
を
売
る
チ
ャ
ン
ス
を

逃
し
て
い
る
訳
で
す
。
し
か
し
、
付

加
価
値
と
は
簡
単
で
は
な
く
、
山
鹿

和
栗
ブ
ラ
ッ
ク
モ
ン
ブ
ラ
ン
も
商
品

化
ま
で
は
試
行
錯
誤
の
連
続
だ
っ
た

と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
ブ
ラ
ッ
ク
モ
ン
ブ
ラ

ン
の
ブ
ラ
ン
ド
力
に
牽
引
し
て
も
ら

い
ま
し
た
が
、
い
つ
か
は
物
産
館
が

協
力
し
て
商
品
を
開
発
し
、
み
ん
な

で
販
売
し
た
い
で
す
ね
。
簡
単
で
は

な
い
で
す
が
、
山
鹿
和
栗
は
伸
び
代

が
い
っ
ぱ
い
で
す
か
ら
勝
負
は
こ
れ

か
ら
」
と
語
る
植
田
さ
ん
た
ち
の
挑

戦
は
、
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。

山鹿市物産館連絡協議会事務局
植田 隆

りゅう

司
じ

さん
栗と空（旧鞠

きく

智
ち

城
じょう

物産館）代表

目
指
す
の
は
独
自
商
品
で
お
も
て
な
し

必
要
な
の
は
栗
の
一
次
加
工
と
商
品
開
発

山鹿市物産館連絡協議会山鹿市物産館連絡協議会

大好評！！　山鹿和栗のブラックモンブラン

写
真
提
供

　
　
泉
水
園

広報やまが　2023.3　10
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押し花愛好家押し花愛好家

蔵原蔵原睦睦
む つむ つ

子子
ここ

さんさん

▲平成 18 年の文部科学省第 3 回押し花絵画コンクールで
文部科学大臣賞を受賞した作品。空間を大切にするという
蔵原さんの作風は、杉野さんの作風を受け継ぐ

▲取材のために訪れた自宅の作業場に並べられたこれまで制
作した作品。中には制作後 20 年近く経過した押し花作品
の額絵もあるが、どれも色鮮やかに色合いを保っています

 平成のはじめ、公民館の
生涯学習講座で押し花に出
会う。すぐに色が落ちる新
聞紙に挟んで乾燥する押し
花が主流だった当時、何年
経っても色あせしない特殊
な乾燥シートを開発した技
術者で、押し花作家の故杉
野俊

としゆき

幸さんを講師に迎えた
菊鹿公民館の押し花教室は
人気で、町内外から多くの
女性が参加していた。
　その頃の菊鹿町は、日本
一の押し花の里を目指し、
講座受講生を中心に、押
し花を町の産業に育成する
事業に取り掛かり（株）菊
鹿フラワーバンクが設立さ
れると蔵原さんは、押し花
の普及や押し花インストラ
クター養成に中心的に取り
組んだ。あんずの丘特産工
芸村に「押し花館」が完成
すると対面販売も増え、年

間の売り上げが１億円を超
えた年もありましたが、押
し花愛好家の減少で会社は
2019 年に解散しました。
　日本一になりましたか？
と尋ねると「押し花グルー
プは全国にたくさんありま
すが、産業として確立した
のは他に聞いたことがあり
ません。たいていの花や植
物なら押し花してしまう経
験豊かな職人や、白い花を
いつまでも白いまま保つ高
い技術を持っていた（株）
フラワーバンクは、全国の
押し花愛好家のニーズに応
え押し花を届けていました
から、もしかしたら日本一
お役に立てたかもしれませ
んね」と、話してくれまし
た。蔵原さんは現在、農業
の傍に趣味で作品作りに励
んでいます。

▲押し花は生き甲斐。生活の一部と話す蔵原さん
　ことし迎える古希の記念に初めての個展を開く蔵原さん
は現在、作品作りに余念がありません

 

ト
ピ
ッ
ク
ス

昭和 26 年生まれ（71 歳）菊鹿町阿佐古在住

 蔵原睦子さんの個展のお知らせ
   期間：4 月 4 日㈫〜 9 日㈰
  場所：熊本県伝統工芸館２階展示室 A
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くまもと山鹿
（第 21回）

山鹿灯籠浪漫・百華百彩
　
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
３
年
ぶ
り
に
開

　
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
３
年
ぶ
り
に
開

催
さ
れ
た
灯
り
の
祭
典
、
山
鹿
灯
籠

催
さ
れ
た
灯
り
の
祭
典
、
山
鹿
灯
籠

浪
漫
・
百
華
百
彩
。
２
月
３
日
か
ら

浪
漫
・
百
華
百
彩
。
２
月
３
日
か
ら

2525
日
ま
で
の
金
曜
・
土
曜
の
夕
方
か

日
ま
で
の
金
曜
・
土
曜
の
夕
方
か

ら
、
八
千
代
座
〜
さ
く
ら
湯
ま
で
の

ら
、
八
千
代
座
〜
さ
く
ら
湯
ま
で
の

豊
前
街
道
を
、
ろ
う
そ
く
を
灯
し
た

豊
前
街
道
を
、
ろ
う
そ
く
を
灯
し
た

約
５
千
個
の
竹
灯
り
や
ラ
イ
ト
ア
ッ

約
５
千
個
の
竹
灯
り
や
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
さ
れ
た
和
傘
が
通
り
を
彩
り
、
多

プ
さ
れ
た
和
傘
が
通
り
を
彩
り
、
多

く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
運
営
す
る
九
日

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
運
営
す
る
九
日

町
商
店
街
・
山
鹿
温
泉
観
光
協
会
・

町
商
店
街
・
山
鹿
温
泉
観
光
協
会
・

社
会
福
祉
法
人

社
会
福
祉
法
人
宥宥ゆ

う
め
い

ゆ
う
め
い明明

会
も
く
せ
い
学

会
も
く
せ
い
学

園
な
ど
で
構
成
す
る
実
行
委
員
会

園
な
ど
で
構
成
す
る
実
行
委
員
会

は
、
は
、
1111
月
か
ら
竹
の
切
り
出
し
な
ど

月
か
ら
竹
の
切
り
出
し
な
ど

準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
今
回
の

準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
今
回
の

開
催
に
あ
た
り
、
九
日
町
商
店
街
の

開
催
に
あ
た
り
、
九
日
町
商
店
街
の

⻆
田
⻆
田
惠惠け

い
け
い

二二じじ

郎郎ろ
う
ろ
う

さ
ん
は
「
も
く
せ
い
学

さ
ん
は
「
も
く
せ
い
学

園
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
多
く
の
ボ

園
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
多
く
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
支
え
ら
れ
て
開
催
す

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
支
え
ら
れ
て
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
、
寒
い
中
多
く
の
人

る
こ
と
が
で
き
、
寒
い
中
多
く
の
人

た
ち
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心

た
ち
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心

よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に

よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に

来
年
も
ぜ
ひ
開
催
で
き
る
と
い
い
で

来
年
も
ぜ
ひ
開
催
で
き
る
と
い
い
で

す
ね
」
と
、
来
年
の
開
催
に
期
待
を

す
ね
」
と
、
来
年
の
開
催
に
期
待
を

込
め
ま
す
。

込
め
ま
す
。

１. 八千代座の白壁前の竹のオブジェ　２.4. 竹筒の内側の
色は、かつて水色などもあったが、回を重ねてろうそくの火
が美しく映える現在の色（橙色、黄色、無色）に定まっていっ
たと⻆田さんは言います（NTT ビル前）　３. 竹の中に飾ら
れた灯籠娘を模した福まゆ人形（門前美術館前）　４. ろう
そくの火が竹灯りの黄色をゆらゆらと輝かせます。その奥
に竹灯りを覗き込む女の子　５. 着火ボランティアに参加し
た女子ハンドボール・オムロンピンディーズの選手たち（左
から田代悠

ゆう
夏
か

選手、福井亜
あ ゆ み

由美選手、石井優
ゆ か

花キャプテン）（2
月 11 日）　６. 湯の端公園の竹灯りと傘灯り ７. 金剛乗寺石
門付近の竹・傘灯り　８. 八千代座エントランスの傘灯り　
９. 城北高校の生徒が制作した竹灯り（さくら湯）10. 歩行
者天国になった道路に並べられた竹灯り（九日町）

６８ ７

９

１２４ ３５

９10

夕方の点灯（火入れ）に向
けて準備を進める⻆田さん

3 年ぶりの開催
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戦
争
に
よ
る
怪
我
で
入
院
中
の
治
療
に
疑
問

戦
争
に
よ
る
怪
我
で
入
院
中
の
治
療
に
疑
問

を
感
じ
を
感
じ
薬
物
に
頼
り
過
ぎ
な
い
治
療
を
探
求

薬
物
に
頼
り
過
ぎ
な
い
治
療
を
探
求

経
験
と
実
践
で
築
い
た

経
験
と
実
践
で
築
い
た
癒
し
の
場
所

癒
し
の
場
所
慈慈じじ

観観か
ん
か
ん

庵庵あ
ん
あ
ん

ア
ダ
ラ
ー
コ
リ
ン
ズ
慈
観
さ
ん

ア
ダ
ラ
ー
コ
リ
ン
ズ
慈
観
さ
ん

国指定史跡
隈部氏館跡 慈観庵

山鹿市

隈部氏館跡
から約 1.5㌔

氏名　Je Kan Adler ‐ Collins
　　　1956 年生まれ（66 歳）
　　　英国イングランド・バース出身
現職　教育学博士、農業従事、NPO 法人
　　　理事長、石

せきほうざん

宝山「慈
じ か ん あ ん

観庵」住職
慈観庵の場所　山鹿市菊鹿町上永野 1738
　英国陸軍の看護師としてフォークランド紛
争などに従軍。沢山の兵士が亡くなる場面
に遭遇し、また自身も戦争で大怪我を負い
入院。入院中、薬を飲むことばかりの治療
に疑問を抱いていたところ、日本人看護師
と知り合い仏教の話を聞いて自然治療と仏
教のつながり、そして日本という国に高い関
心を持ち 2000 年に来日。いくつかの真言
宗の寺で修行し、山鹿市の金剛乗寺で志賀
住職の元での修行を経て 2002 年に定住。

※慈観は、慈母観音から

菊
鹿
町
上
永
野
を
選
ん
だ
理
由

　「
美
し
い
山
林
、
眺
望
そ
し
て
、
行

水
の
修
行
が
で
き
る
美
し
い
水
が
湧
く

こ
の
地
を
気
に
入
り
ま
し
た
。
私
の
よ

う
な
「
外
人
」
が
土
地
を
取
得
す
る
の

は
大
変
で
し
た
が
、
多
く
の
人
の
協
力

で
庵
を
構
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

と
、
慈
観
さ
ん
は
語
り
ま
す
。

陸
軍
時
代
の
経
験
が
生
か
さ
れ
る

　
慈
観
さ
ん
は
、
来
日
後
、
高
野
山
で

修
行
を
積
み
真
言
宗
僧
侶
と
な
り
上
永

野
に
石
宝
山
「
慈
観
庵
」
を
建
て
ま
し

た
。
そ
し
て
自
身
が
病
気
や
怪
我
で
苦

し
ん
だ
経
験
を
生
か
し
、
２
０
０
２
年

か
ら
福
岡
県
立
大
学
看
護
学
部
の
学
生

に
国
内
初
の
ヒ
ー
リ
ン
グ
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
教
育
を
行
う
と
と
も
に
、
バ
ー
ス
大

学
で
教
育
学
博
士
を
取
得
。
そ
の
後
、

教
育
・
研
究
・
ケ
ア
の
提
供
を
目
的
と

す
るN

P
O

法
人
「
統
合
ケ
ア
教
育
研

究
会
」を
設
立
し
、ヒ
ー
リ
ン
グ
の
コ
ー

ス
、
講
習
会
ま
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ヒ
ー
リ
ン
グ
の
教
育
と
実
践

　
慈
観
さ
ん
は
、
大
学
を
退
職
後
、
中

東
の
オ
マ
ー
ン
国
政
府
に
招
聘
さ
れ
、

看
護
の
教
育
方
針
策
定
や
４
年
生
看
護

大
学
設
立
に
尽
力
。日
本
に
帰
国
後
は
、

自
給
自
足
を
目
指
し
た
農
業
に
取
り
組

み
、
さ
ら
に
無
農
薬
農
法
で
栽
培
し
た

米
や
野
菜
を
契
約
し
た
消
費
者
に
販
売

し
て
い
ま
す
。

心
と
体
の
癒
し
の
場
所
「
慈
観
庵
」

　
慈
観
さ
ん
は
「
日
本
で
ホ
ス
ピ
ス
と

は
末
期
医
療
の
場
所
を
指
す
が
、
私
た

ち
は
純
粋
に
「
癒
し
の
場
所
」
と
定
義

し
「
慈
観
庵
」
は
、
信
仰
に
関
わ
ら
ず

い
つ
で
も
誰
で
も
来
て
心
と
体
を
癒
や

す
こ
と
が
で
き
る
憩
い
の
場
」
と
話
し

ま
す
。
戦
争
で
死
と
隣
り
合
わ
せ
を
経

験
し
た
慈
観
さ
ん
。
看
護
学
・
信
仰
・

菊
鹿
の
自
然
を
通
し
て
薬
物
に
頼
り
過

ぎ
な
い
「
ヒ
ー
リ
ン
グ
」
の
探
求
は
、

こ
れ
か
ら
も
続
き
ま
す
。

「センゾダイダイノタメニー」と唱えながら護摩を焚
く慈観さん。毎年元日から４日まで護摩堂内の護摩壇
で護摩焚きを行う。この日は最終日で記者含め３人が
護摩焚きに臨み、心身をリフレッシュしました

英国陸軍時代の慈観さん。左の写真は、手前中央
で左腕に赤十字の腕章を付けているのが慈観さん

中央は、慈観さんの教え子で友人の蒲
が

生
もう

さん。護摩
焚き後は皆んなで食事をするのが慈観庵の過ごし方

護
摩
焚
き
の
参
加
者
（
中
央
）

の
背
中
に
向
か
っ
て
加
持
ヒ
ー

リ
ン
グ
を
す
る
慈
水
さ
ん

右は、大学での慈観さん
による社会人ヒーリング
クラスの教え子で、弟子
の慈

じ
水
すい

さん

ユーモアを交えながら好
きな言葉やイラストで訪
れた人に感謝の気持ちを
伝える慈観さん

■ Profile



●告示日　３月31日㈮
　立候補届出受付
　◦�時間　午前８時半から午後５時まで
　◦�場所　山鹿市役所4階 401会議室
　　　　　（午前 10時以降の受け付けは、選挙管理委
　　　　　 員会事務局）

●投票日　４月９日㈰
　◦�時間　午前７時から午後７時まで
　◦�場所　市内25投票所

●期日前投票
　投票日に投票に行けない人は、期日前投票ができます。
　◦�期間　4月１日㈯から８日㈯まで
　◦�時間　午前８時半から午後８時まで
　◦�場所　山鹿市役所1階会議室および各市民センター

●山鹿市で投票できる人
　◦�満 18歳以上の人
　◦��選挙人名簿に登録されている日本国籍の人
　　（他市町村からの転入者については、３月 30日㈭
　　 時点で住民登録された日から３カ月以上経過した人）
※最近山鹿市に転入し、従前の市町村の選挙人名簿に登
　録されている人は、従前の市町村での投票となります。
　この場合、不在者投票制度で投票できますので詳しく
　は、選挙管理委員会に問い合わせください。

●新型コロナウイルス感染の拡大防止にご協力
　ください
　感染拡大防止のため、投票所に行く前の発熱確認、手
洗い、マスク着用をお願いします。
　投票所に設置する鉛筆の代わりに持参された鉛筆また
はボールペンを使用できます。
　期日前投票を利用するなど、選挙当日の混雑回避にご
協力ください。

●陣
じ ん

中
ちゅう

見舞いでの注意
　公職選挙法（注）では、選挙運動に関するものとして、
飲食物を提供することは禁止されています。
※湯茶およびこれに伴って用いられる菓子と選挙委員な
　どへの弁当は提供できます。
【例】
◦酒一升　「湯茶」の類に含まれないため、提供するこ
　　　     とはできません。
◦缶入り茶１箱　「湯茶」の類に含まれるため、提供す
　　　　　　　  ることができます。
※選挙期日後に支援者などが当選人に対して「当選祝い」
　として酒をおくることは、選挙運動に関し飲食物を提
　供したことには当たらないため、差し支えありません。

（注）公職選挙法第139条
　　「何人も選挙運動に関して飲食物を提供することは
　　 できない」

４月９日㈰は、４月９日㈰は、
熊本県議会議員山鹿市選挙区一般選挙熊本県議会議員山鹿市選挙区一般選挙

の投票日ですの投票日です

問選挙管理委員会　☎(43)1594

　任期満了に伴う熊本県議会議員山鹿市選挙区一般選任期満了に伴う熊本県議会議員山鹿市選挙区一般選
挙を執行します。挙を執行します。
　選挙の内容は、山鹿市ホームページ、やまがメイト、　選挙の内容は、山鹿市ホームページ、やまがメイト、
防災行政無線、投票所入場券などでもお知らせします。防災行政無線、投票所入場券などでもお知らせします。
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心当たり心当たりありませんか？
国民健康国民健康保険（国保）に加入するとき・脱退するときの届け出
　まもなく新年度がスタートします。退職や就職などの
節目を迎える人も多いのではないでしょうか。
　日本は、全ての人が生涯にわたり公的な医療保険に加
入して、必要なときに誰もが医療を受けることができる
「国民皆保険制度」の国です。退職や就職などによる国
保の切り替え（加入や脱退）は、自動的に行われないた
め、ご自身で届け出る必要があります。

　会社を退職して社会保険証を返却した後、該当する医
療保険に加入する届け出をせずに無保険状態になったり、
国保に加入していた人が就職で社会保険などへ加入した際
に、国保を脱退する届け出をしていなかった
りなど、心当たりがある人は下記のＱ＆Ａを
ご参照の上、お早めに国保年金課または各市
民センターに届け出をお願いします。
　詳しくは、山鹿市ホームページを確認ください。

Ａ  �退職後すぐに再就職して、切れ目なく社会保険に加
入する場合を除き、必ず次の３つの中から選択して
公的医療保険に加入しなければなりません。

① 国保に加入する
　国保年金課、または各市民センターでの手続きが必要
です。
　【 手続きに必要なもの 】
　◦�退職日が確認できる証明書（離職票、社会保険資格
喪失証明書など）

　◦マイナンバーが分かるもの（マイナンバーカード、
　　通知カードなど）
　◦本人確認ができるもの（運転免許証など）

② 社会保険の任意継続をする
　退職前に加入していた社会保険などに問い合わせくだ
さい。
③ 家族の社会保険の被扶養者となる
　家族が加入している社会保険などに問い合わせください。

国保加入の届け出が遅れると…
　加入の資格を得た月までさかのぼって資格を取得
し、国保税を納める必要があります。

�脱退の届け出が遅れると…
　社会保険に加入しているにもかかわらず、国保の
保険証を使って受診した場合、国保が負担した分の
医療費を返還する必要があります。

Ｑ  �退職に伴い、社会保険の資格を喪失し
ました。どうすればいいですか？

Ａ  �国保脱退の届け出が必要です。届け出がないと、国
保税と社会保険料の二重払いになります。速やかに
国保年金課または各市民センターで手続きをお願い
します。

　【 手続きに必要なもの 】
　◦社会保険に加入した全員の社会保険証（コピー可）
　◦国民健康保険証（回収します）
　◦マイナンバーが分かるもの（マイナンバーカード、
　　通知カードなど）
　◦本人確認ができるもの（運転免許証など）

Ｑ  �国保に加入していましたが、就職し
て社会保険に加入しました。どうす
ればいいですか？

問国保年金課　☎ (43)1527

社会保険から
国保へ

国保から
社会保険へ

手続きはお早めに！

健 康 保 険
被保険者証

　全国健康保険協会 印

国民健康保険
被保険者証

　　　　　山鹿市印

　自身の情報提供に同意すると、正確な情報に基づい
た診断や適切な薬の処方が受けられます。
　また、スマートフォンのマイナポータルアプリなど
で保険医療や特定健診を受けた記録が参照できます。
領収証を保管・提出の必要なく簡単に医療費控除申請
ができます。
　さらに一度登録すると、常に保険証として使えます。
（健康保険の異動の手続きは引き続き必要です）

　利用可能な環境は現在整備が進み、山鹿市内で利用
できる医療機関も増えているところです。
　その他のマイナンバーカードと健康保険証一体化に関
する質問については、デジタル庁HPをご覧ください。

マイナンバーカードの保険証利用でもっと便利にマイナンバーカードの保険証利用でもっと便利に
通院においても、その他の場面でも

問マイナンバー総合フリーダイヤル
　☎ 0120(95)0178
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問人権啓発課　☎ (43)1199人 権 啓 発 便 り 第28号
人輝く
人権尊重の都

ま ち

市 や ま が
ふれあい人権講座（１月：参加体験型学習）を開催しました

　山鹿市では、人権教育・啓発を進めるために地域のリーダーとして身近なところで活動する指導者を育成す
るための講座（ふれあい人権講座）を昭和59年から実施しています。
　１月講座は、人権・同和問題（部落差別）モニターが運営しました。参加者は人権の取り組み先進地である
兵庫県姫路市の資料を使って、身の回りにある人権問題についてお互いの考えを伝え合い、話し合いを通して
問題解決を進める態度を身に付けました。

　参加者からは「他者の意見や気づきを聞くことがで
き、これまでの学びが深まりました」「多様な考え方が
あることに気づかされました。自分もできることから勇
気を出して、困っている人がいたら声かけをしようと思
いました」などの感想が寄せられました。

ふれあい人権講座の様子

３/21
（祝）

主要施設の先頭ランナー通過予定時刻

場　所 時刻（コース）

龍口交差点 10 時 13 分（ ３㌔）

菊鹿中学校 10 時 46 分（10㌔）

津袋（味千ラーメン付近） 10 時 52 分（10㌔）

松尾神社 11時　　（10㌔）

旧城北小学校 11時　5分（10㌔）

下永野集落
10 時 18 分（ ３㌔）
11 時 10 分（10㌔）

　本市出身の内閣総理大臣清浦奎
けい

吾
ご

伯を県内外に顕彰し、
山鹿の自然を満喫しながら楽しく走ってもらうことを目
的に開催します。沿道から選手へのご声援をお願いしま
す。コース上では交通や農作業などにご迷惑をお掛けし
ますが、大会へのご理解とご協力をお願いします。

開催日　３月21日㈷ ※春分の日
コース　�あんずの丘ふれあい広場をスタート・ゴールと

し、菊鹿町から鹿本町を巡ります。
スタート時間（各種目別）
　  1.5㌔…午前  ９時 30分　３㌔…午前10時 10分
　   10㌔…午前 10時 40分

 　10㌔コース
 　３㌔コース

津袋 庄

あんずの丘あんずの丘

旧城北小旧城北小

●●

●●

●●

●●

●●

松尾神社松尾神社

龍口交差点龍口交差点

菊鹿中学校菊鹿中学校

下永野

問社会体育課　☎（43）1150

コース図
島田

※ �1.5㌔コースはあんずの丘周辺を走ります。

春のうまかもんフェア in あんずの丘
　　時間　午前９時〜午後４時
　　場所　あんずの丘

同日同日
開催開催

清清
き よき よ

浦浦
う らう ら

総理総理顕顕
け んけ ん

彰彰
しょうしょう

あんずの丘マラソン大会あんずの丘マラソン大会

姫路市の人権イラスト
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山鹿市消防本部からのお知らせ
YAMAGA  FIRE  DEPARTMENTYAMAGA  FIRE  DEPARTMENT

問消防本部  予防課　☎ (43)9119
  ３月１日水〜７日火まで
  令和５年　春季全国火災予防運動
　この時季は空気が乾燥し、強風が吹く気象条件に加え、
例年３月から５月に山火事も多く、発生原因の多くが火
の取り扱いの不注意です。山鹿市では令和４年中、たき
火や火入れによる火災が14件発生しています。
出火を防ぐポイント
◦火気使用の場合、その場を離れない
◦�風が強い日や空気が乾燥している場合、たき火や火入
れをしない

◦�タバコは指定された場所で喫煙する

　安全と安心の確保
　指差し呼称をしましょう
　指差し呼称とは、自分自身が行った行動に対して指を
差して「〇〇よし」と発声し、目（視覚）と耳（聴覚）
で確認するものです。
　人が五感により収集する情報のうち、83％が視覚、
11％が聴覚で指差し呼称による確認を行うことで、ミ
スや不注意が６分の１に減少するといわれています。
　市民の皆さんが安心して生活できるように「指差し呼
称」を実施し、火災予防に役立てましょう。

　あなたの力を消防団に
　消防団員を募集しています
　山鹿市消防団は「自分たちのまちは自分たちで守る」
という郷土愛護の精神に基づき、地域の安心・安全を
確保するために活動しています。現在、山鹿市では約
1800人の消防団員が自分の仕事を持ちながら、火災や
風水害、地震などの災害から地域住民の生命、身体、財
産を守るため、消防・防災活動に当たっています。
入団資格（以下の条件をいずれも満たしている人）
⑴18歳以上の人
⑵山鹿市内に居住、勤務または通学する人
主な活動内容
◦火災、台風、地震など発生時における災害活動
◦各種消防訓練
◦機材や車両の点検
◦火災予防広報
入団後の主な処遇
◦�年額報酬や、災害活動に出場した際の出動報酬が支給
されます。

◦活動服などの必要な被服を貸与します。
◦�消防団活動によるけがなどは、条例に基
づき補償されます。

◦�５年以上団員として活動すると、退職報
償金が支給されます。
※�詳しくは、消防総務課消防団係☎ (43)1193 にお問
い合わせください。

コンロよし！
ストーブよし！
ガスの元栓よし！
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このページは、健康に関する情報を集めています。問い合わせは、このページは、健康に関する情報を集めています。問い合わせは、問問山鹿健康福祉センター内　健康増進課　山鹿健康福祉センター内　健康増進課　☎ (43)0050☎ (43)0050

◀︎こころの悩み相談
　＠熊本連携中枢都市圏︎

３月は「自殺対策強化月間」３月は「自殺対策強化月間」
　適度なストレスは、心を引き締めて仕事や勉強の能率を上げたり心地よい興奮や緊張をもたらしてくれたりし
ます。しかし、度を越えると心や体が適応しなくなり、心身にダメージを与えうつ病を引き起こすこともあります。
うつ病は自殺の大きな要因の一つです。
　①ストレスに気付きましょう、こんな症状出ていませんか？
　　　□　イライラ、不安、興味・関心の低下　□　集中力がなくなる　□　決断が下せない　
　　　□　好きなこともやりたくなくなる　　　□　体の節々が痛む　　□　自分を責める　　　
　　　□　飲酒量や喫煙量の増加など　　　　　□　頭痛や肩こり　　　□　食欲低下
　②ストレスを解消しましょう
　　　ストレス解消法はあればあるほど良いものなので「自分には当てはまらない」と思っても、積極的に試し
　　てみましょう。意外と当てはまることもあります。
　③一人で抱え込まずに相談しましょう
　　　信頼できる人に相談したり、相談機関を利用しましょう。
　　誰にも知られず相談できます！
　　・山鹿市：ＬＩＮＥ相談「こころの悩み相談＠熊本連携中枢都市圏」
　　　実施期間：３月28日（火）までの毎週火曜日・日曜日の午後６時～
　　　　　　　　10時に受け付けています
　　　対象地域：宇城市 /阿蘇市 /美里町 /菊陽町 /西原村 /南阿蘇村 /山鹿市 /熊本市に住んでいる人
　　・熊本県：ＬＩＮＥ相談「こころの悩み相談＠熊本県」
　　　実施期間：３月31日（金）までの毎週月・水・金曜日の午後６時～
　　　　　　　　10時に受け付けています
　　　対象者：熊本県内に在住、通勤、通学している人
　④家族や友人、職場の同僚など身近な人が気付いてあげましょう
　　　ストレスは、自分では気が付かないことがあります。身近な人がストレス症状（イライラ、不安、集中力
　　の低下、睡眠不足など）に気が付くことも大切です。このような状態に気が付いたら・・・
　　・声をかけましょう…相手を気にかけていることを伝えましょう　
　　・話を聞きましょう…相手のペースに合わせて共感しながらじっくり聞きましょう
　　・相談窓口を伝えましょう…体調の話が出たら治療で良くなることを伝え、医療機関や相談機関に相談する
　　　ように勧めましょう

　対象者には、個別に通知を郵送します。
　また、各種乳幼児健診およびすくすく学級の会場や時
間が変更となる場合は、電話でお知らせします。 　毎週金曜日の午前９時半～１１時に受け付けて

います。来所の際はマスクを着用し、可能な限り
同伴の人はご遠慮ください。
＜持参品＞
　・医療機関が発行する妊娠証明書
　・運転免許証など本人確認ができるもの
　・妊婦本人名義の通帳または通帳のコピー
　　（出産、子育て応援ギフト事業に必要です）

母子健康手帳交付

各種母子保健事業のご案内各種母子保健事業のご案内

お子さんの発達、子育ての仕方など、心配
なことは健康増進課にご相談ください。

子ども予防接種週間（３月１日〜７日）子ども予防接種週間（３月１日〜７日）
　生後２カ月から始める予防接種は、病気の発症や重症化を予防するために、ワクチンの力を
借りて「免疫」を付けるものです。一定期間を空けて追加接種することで免疫が高まるため、何
度も接種が必要な予防接種もあります。4月からの入園・入学に備えて必要な予防接種を済ま
せ病気を未然に防ぎましょう。
　対象年齢や接種の間隔など、詳しくは健康増進課へ問い合わせください。

◀︎こころの悩み相談
　＠熊本県
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〜みんなの〜みんなの健康手帳〜健康手帳〜〜みんなの〜みんなの健康手帳〜健康手帳〜

３月の休日在宅当番医および当番薬局３月の休日在宅当番医および当番薬局

＊都合で変更になる場合があります。〈鹿本医師会〉
＊営業時間が異なる薬局がありますので、詳しくはお尋ねください。〈城北中央薬局 ☎（43）4394〉

日(曜) 診療時間：午前９時〜午後５時 営業時間：午前９時〜午後５時

５日㈰ 平井藤岡医院 / 松永整形外科リウマチ科 きりん薬局松坂店

12 日㈰ 山鹿温泉リハビリテーション病院
/ はとの眼科クリニック 山鹿新町薬局 / みうた薬局

19 日㈰ 横手医院 / 藤原クリニック えいせい堂薬局
21 日㈷ 吉里医院 / 大橋通クリニック 江上薬局大橋通 / まつ薬局 / 鹿校通薬局
26 日㈰ 山鹿中央病院 山鹿いちご薬局

女性の健康週間（３月１日〜８日）女性の健康週間（３月１日〜８日）
　厚生労働省は、毎年３月１日から８日までを「女性の健康週間」として、女性の健康づくりの
国民運動としています。生涯を通じて健康で明るく、充実した日々を自立して過ごせるよう、こ
の機会に食事・運動など生活習慣を振り返りましょう。　
　山鹿市では、毎年６月から８月にかけて、19歳以上の人を対象に各種がん検診を実施していま
す。ぜひ、この機会に検診を受けて健康管理に役立てましょう。

脈脈
みゃくみゃく

の日（３月９日）の日（３月９日）
　心臓は通常、一定のリズムで収縮し全身に血液を送り出していますが「心房細動」を発症すると、心臓の一部
が痙攣しリズムが乱れます。心不全や脳梗塞を引き起こす危険な不整脈にもかかわらず、自覚症状がみられない
ことがしばしばあります。自分で脈を測ることで、心房細動の発見につなげましょう。
＜自分の指で脈チェック＞
①手首の親指の付け根部分に反対の手の人差し指、中指、薬指の3本を軽く曲げて当てる。
②脈を探し、脈に触れたら時計を見ながら６０秒くらい脈を数えてみる。
※心房細動の場合、脈のタイミングがバラバラで、脈の強さも１回１回変動します。もし、
　胸が変な感じがして、脈を測ってみてリズムも大きさも不規則だったら医療機関に相談
　しましょう。

世界世界腎腎
じ ん ぞ うじ ん ぞ う

臓臓デー（３月 10 日）デー（３月 10 日）
　熊本県は、全国的にみて人工透析患者数の割合が高い水準にあるため、慢性腎臓病（CKD）の予防や悪化防止
に力を入れています。
CKDとは
　①たんぱく尿が出るなど腎臓の異常がある
　②腎臓の働きが60％未満に低下している
　①②のいずれか、または両方が３カ月以上持続した状態のことを言います。
　　ＣＫＤを治療せずに放置すると最悪の場合は腎不全となり、人工透析が必要になる末期
　腎不全に至ることもあります。
　　さらに、ＣＫＤは末期腎不全だけではなく、脳卒中や心筋梗塞などの心血管疾患の強い
　危険因子であるということもわかってきました。
　　ＣＫＤは自覚症状がないままに進行するため、尿や血液を検査しなければ異常がわかりません。早期発見・
　早期治療をすれば、進行を防ぎ改善することができますので、年１回は健診を受けましょう。
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◦体育館　
　５日㊐　９：00〜
　　TKU 旗争奪ハンドボール大会
　10日㊎　12：00〜　11日㊏・12日㊐　９：00〜
　　西日本私学高校女子ハンドボール大会

◦市民球場
　４日㊏・５日㊐　８：00〜　
　　TKU 旗争奪リトルシニア九州連盟春季大会
　11日㊏・12日㊐　９：00〜
　　火の国サラマンダーズ　プロアマ交流戦
　14日㊋　９：00〜
　　火の国サラマンダーズ　オープン戦
　21日㊗・22日㊌・27日㊊・28日㊋　９：00〜　
　　九州地区高校野球熊本大会
　25日㊏・26日㊐　８：00〜　
　　第 12 回古田昌幸杯社会人野球大会

◦多目的グラウンド
　４日㊏　９：00〜　
　　TKU 旗争奪リトルシニア九州連盟春季大会
　29日㊌〜 31日㊎　９：00〜　
　　熊本サッカーフェスティバル

◦テニスコート
　19日㊐　８：00〜　
　　山鹿カルチャースポーツセンターテニス大会

問�カルチャースポーツセンター　☎(43)0090

カルチャースポーツセンター　イベント情報（３月）

〈 

有
料
広
告 

〉

お気軽にお問い合わせください。見積無料 !! 少量OK

㈲クリーン健康社 ☎０９６８(４３)６３４８
山鹿市鍋田 1507-2（ｽﾘｰ･ｱｰﾙ･ｾﾝﾀｰ内）一般廃棄物収集運搬業山鹿市指令第1565号

産業廃棄物収集運搬業第04300073046号
一般廃棄物処分業山鹿市指令第1566号
産業廃棄物処分業第04320073046号

Patioさん（鹿本町御宇田345－1国道 325号線
沿い）に設置しています。どなたでもご自由に
お入れください。

古紙回収ボックス設置 !!
○自分だけでは粗大ごみを出せない…
○家、部屋を整理したいが、不用品が多すぎて
　どうしたらいいか…などなど

ごみ処理何でもお任せ !!

在庫状況はお問い合わせください。
堆肥無料で差し上げます !!

　

こ
の
時
期
は
市
民
課
や
各
市
民
セ
ン

タ
ー
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。
お
待
た

 

３
、４
月
は
窓
口
が
混
雑
し
ま
す

 

証
明
書
は
コ
ン
ビ
ニ
交
付
が
お
得
で
す

 

お
知
ら
せ

今
月
の
納
税
・
保
険
料

・
国
民
健
康
保
険
税
（
第
10
期
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
第
９
期
）

◦
納
期
限　
３
月
31
日
㈮

夜
間
・
休
日
収
納
窓
口

◦�

夜
間
３
月
30
日
㈭
・
31
日
㈮

　

午
後
５
時
半
〜
午
後
７
時

◦�

休
日　
３
月
26
日
㈰

　

午
前
８
時
半
〜
正
午

※
な
お
、
夜
間
・
休
日
収
納
窓
口
は
３
月

　

を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。

◦
場
所　
税
務
課
⑥
番
窓
口

※�

納
税
は
、
便
利
な
「
口
座
振
替
」
を
お

勧
め
し
ま
す
。
ま
た
、
市
税
・
国
保
税

に
限
り
コ
ン
ビ
ニ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

ア
プ
リ
の
決
済
で
納
付
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
納
付
書
の
裏
面
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

◦�

対
象
ア
プ
リ　

　

�

Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

Ｐ
ａ
ｙ
・

Ｐ
ａ
ｙ
Ｂ
・
支
払
秘
書

※�

問
い
合
わ
せ
は
、
平
日
午
後
５
時
15
分

ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

問
税
務
課
収
納
係　
　

☎（
43
）１
１
４
４



 

お
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〈 

有
料
広
告 

〉
屋内清掃・剪定・草取りなど、センターが承ります！
★ シルバー派遣事業についてもご相談ください ★

　　　　　　 ※詳しくはホームページを　https://www.sjc.ne.jp/yamaga/

センターにて新入会員説明会を開催します。
毎月、第２・４水曜日

【お問い合わせ先】
　  （公社）山鹿市シルバー人材センター
　〒861ｰ0501　山鹿市山鹿402-8
　☎0968ｰ44ｰ1850

シルバー会員募集中！

困ったときには、シルバー人材センターにお任せください

待ってます！
入会

せん てい

コ ン ビ ニ 交 付 可 能 な 証 明 書
（ セ ブ ン イ レ ブ ン・フ ァ ミ リ ー マ ー ト・
　 ロ ー ソ ン ）

4 月 1 日 ㈯ 以 降 の 手 数 料

窓 口 交 付  
（ 変 更 な し ）

コ ン ビ ニ
交 付

住 民 票 の 写 し （ 世 帯 全 員 ・一 部 ） 3 0 0 円 2 0 0 円
印 鑑 登 録 証 明 書 3 0 0 円 2 0 0 円
所 得 証 明 書 （ 現 年 度 分 ） 3 0 0 円 2 0 0 円
市 県 民 税 課 税 台 帳 記 載 事 項 証 明 書

（ 現 年 度 分 ） 3 0 0 円 2 0 0 円

戸 籍 全 部 （ 個 人 ）事 項 証 明 書
（ 山 鹿 市 に 本 籍 が あ る 人 ） 4 5 0 円 3 0 0 円

せ
し
て
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ

て
い
る
人
は
、
市
役
所
に
来
庁
せ
ず
に
証

明
書
取
得
が
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
４
月
１
日

㈯
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
交
付
手
数
料
が
減
額
と

な
り
、
窓
口
交
付
手
数
料
よ
り
お
得
で
す
。

問
市
民
課　
　
　
　
　

☎（
43
）１
１
６
９

　

山
鹿
市
難
病
友
の
会
「
き
ず
な
の
会
」

で
は
、
難
病
患
者
と
そ
の
家
族
お
よ
び
支

援
者
が
気
軽
に
話
が
で
き
る
場
と
し
て
、

サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま
す
。
今
回
の
テ
ー
マ

は
「
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
」
で
す
。
参
加
費

無
料
、
予
約
不
要
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
来

 

山
鹿
市
難
病
友
の
会「
き
ず
な
の
会
」

 

サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま
す

　　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実
・

強
化
に
取
り
組
み
、
地
域
社
会
の
健
全

な
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
を
目
的
と

し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
、
鹿

北
町
川
原
谷
区
に
放
送
設
備
を
整
備
し

ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
社

会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、
一
般
財
団

法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
助
成
を
行

う
も
の
で
す
。

問
地
域
生
活
課　
　
　

☎（
43
）１
１
１
４

 

宝
く
じ
助
成
金
で

 

放
送
設
備
を
導
入

▲区内および緊急時の放送を行う

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦
日
時　
４
月
５
日
㈬　

午
後
１
時
半
〜

　
（
30
分
〜
１
時
間
程
度
）

　

※
偶
数
月
の
第
一
水
曜
日

◦
場
所　

　

鹿
本
地
域
振
興
局
３
階　

小
会
議
室

問
山
鹿
保
健
所　
　
　

☎（
44
）４
１
２
１

 

飼
い
犬
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を 

 

受
け
ま
し
ょ
う

　　

飼
い
犬
に
は
、
毎
年
１
回
狂
犬
病
予

防
注
射
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
が
狂
犬
病
予

防
法
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

予
防
注
射
は
、
お
住
ま
い
の
市
町
村
で

４
～
６
月
に
行
わ
れ
る
狂
犬
病
予
防
集
合

注
射
、
ま
た
は
か
か
り
つ
け
の
動
物
病
院

で
接
種
で
き
ま
す
の
で
、
広
報
紙
な
ど
で

確
認
の
う
え
、
飼
い
主
の
責
務
と
し
て
必

ず
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
飼
い
犬
の
死
亡
や
飼
い
主
変
更

の
際
に
は
、
お
住
ま
い
の
市
町
村
に
届
け

出
が
必
要
で
す
。

　
問
山
鹿
保
健
所　
　
　

☎（
44
）４
１
２
１
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〉３号線ゆめ大地の裏側に常設道場を開設

お問い合わせ
代表 : 田添洋まで
090-2083-6721極真館

部活に代わる礼儀  護身に最適

５歳から楽しく安全に。型・基本を重視。スポーツ安全指導
者資格保持３名。継続生徒多数。必ず成長し、変わります。

 大人会員も多数在籍　楽しく学べます 山鹿道場：山鹿市鹿央町千田3248

 月謝小中学生5500円（税込）

 「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
行
動
ブ
ッ
ク
」  

 

でCO
₂

を
削
減
し
ま
し
ょ
う

　　

県
で
は
「
２
０
５
０
年
県
内C

O
₂

排

出
実
質
ゼ
ロ
」
を
目
指
し
、
地
球
温
暖
化

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
温
暖
化
や
気
候
変
動
の
現

状
、
対
策
の
必
要
性
、
家
庭
で
実
践
し
て

ほ
し
い
行
動
やC

O
₂

削
減
効
果
を
ま
と

め
た
「
く
ま
も
と
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
行
動

ブ
ッ
ク
」
を
作
成
し
、
県
庁
や
市
町
村
な

ど
で
配
布
中
で
す
。
ま
た
、
熊
本
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
の
で
、
み
ん
な
でC

O
₂

削
減
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
！

（
例
１
）
シ
ャ
ワ
ー
の
流
し
っ
ぱ
な
し
は

　

や
め
て
、
節
水
し
ま
し
ょ
う
。

　

ガ
ソ
リ
ン
約
12
ℓ
の
使
用
に
相
当
す
る

　

C
O

₂

を
削
減
で
き
ま
す
。

　
（
ガ
ス
・
水
道
代　

約
４
３
０
０
円
／

　

年
節
約
）

（
例
２
）
近
所
は
徒
歩
ま
た
は
自
転
車
で

　

移
動
し
ま
し
ょ
う
。

　

ガ
ソ
リ
ン
約
38
ℓ
の
使
用
に
相
当
す
る

　

C
O

₂

を
削
減
で
き
ま
す
。

　
（
ガ
ソ
リ
ン
代　

約
６
千
円
／
年
節
約
）

問�

熊
本
県
環
境
立
県
推
進
課　
　
　
　

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
２
６
４ ▲熊本県

　

山
鹿
税
務
署
で
は
、
確
定
申
告
期
間
中

は
申
告
会
場
の
混
雑
緩
和
の
た
め
、
会
場

 

確
定
申
告
はLIN

E

予
約
で

 

待
ち
時
間
短
縮
・
感
染
症
予
防

　　

法
務
省
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

発
生
し
て
い
る
誹
謗
中
傷
な
ど
の
人
権

問
題
に
つ
い
て
、
そ
の
根
絶
を
呼
び
か

け
る
動
画
を
制
作
し

ま
し
た
。YouTube

法
務
省
チ
ャ
ン
ネ
ル

で
配
信
中
で
す
。

問
熊
本
地
方
法
務
局
山
鹿
支
局

　
　
　

☎（
44
）２
４
１
１

 
人
権
啓
発
動
画
の
ご
案
内

▲ YouTube
　 はこちら▲ SNS・掲示板などでの匿名の誹謗中傷編

へ
の
入
場
は
当
日
配
布
す
る
時
間
枠
を
区

切
っ
た
「
入
場
整
理
券
」
で
入
場
整
理
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
当
日
の
来
場
者
数
に

応
じ
て
後
日
の
来
場
を
お
願
い
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
予
約
で
き
る

LIN
E

ア
プ
リ
を
利
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン

事
前
予
約
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。
待

ち
時
間
の
短
縮
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
も
つ

な
が
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひLIN

E

予
約
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
問�
山
鹿
税
務
署

自
動
音
声
案
内　
　

☎（
44
）２
１
８
１

※�

確
定
申
告
に
関
す
る
ご
相
談
は
「
０
」

番
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。「
確
定
申
告

電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
に
お
つ
な
ぎ
し
ま

す
。（
３
月
15
日
㈬
ま
で
）

▲詳しくは
　こちら
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有
料
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〉

 

募
　
集

　

悩
め
る
人
に
寄
り
添
う
電
話
相
談
。
安

心
し
て
電
話
相
談
員
を
目
指
す
こ
と
が
出

 「
熊
本
い
の
ち
の
電
話
」
相
談
員

 

養
成
講
座　
事
前
説
明
会

◦
対
象
者

　

①
本
市
に
居
住
す
る
人
の
被
扶
養
者

　

②�

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難

と
認
め
ら
れ
る
人

　

③�

学
業
成
績
が
優
秀
な
人
ま
た
は
学
校

長
の
推
薦
が
あ
る
人

 

市
奨
学
資
金
の
申
請
受
け
付
け

 
道
路
に
張
り
出
し
て
い
る
木
の

 
伐
採
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　　

道
路
や
歩
道
へ
の
枝
の
張
り
出
し
や

倒
木
に
よ
り
歩
行
者
や
自
動
車
な
ど
に

損
害
が
発
生
し
た
場
合
、
樹
木
所
有
者

の
管
理
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

道
路
沿
い
に
樹
木
を
所
有
し
て
い
る

人
は
、
道
路
へ
の
枝
の
張
り
出
し
や
倒

木
、
落
枝
の
可
能
性
が
な
い
か
点
検
し
、

危
険
な
場
合
は
伐
採
す
る
な
ど
対
応
を

お
願
い
し
ま
す
。

問�

熊
本
県
道
路
保
全
課　
　
　
　
　

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
４
９
５

来
る
よ
う
に
私
た
ち
の
活
動
や
養
成
講
座

の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦
日
時　

　

４
月
13
日
㈭

　

午
後
２
時
〜
、
午
後
６
時
半
〜

　

４
月
15
日
㈯　

午
前
10
時
半
〜

　

各
回
１
時
間
半
程
度

◦
会
場　
熊
本
市
民
会
館
会
議
室

◦
定
員　
各
回
20
人（
事
前
予
約
が
必
要
）

　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

�

熊
本
い
の
ち
の
電
話
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
、
説
明
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問�

熊
本
い
の
ち
の
電
話
事
務
局

　
（
平
日
午
前
10
時
～
午
後
５
時
）

☎
０
９
６（
３
５
４
）４
３
４
３

▲熊本いのち
　の電話

　

④�

他
の
奨
学
金
の
貸
与
ま
た
は
給
付
を

受
け
て
い
な
い
人（
予
定
が
な
い
人
）

◦
貸
し
付
け
人
員　
若
干
名

【
奨
学
金
】

◦
貸
付
金
額

　

①
高
校
お
よ
び
専
修
学
校
高
等
課
程

　
　

国
公
立　

月
額
２
万
円
以
内

　
　

私　

立　

月
額
３
万
円
以
内

　

②�

大
学
、
大
学
院
お
よ
び
専
修
学
校
専

門
課
程　

月
額
５
万
円
以
内

◦
申
請
期
間　
３
月
１
日
㈬
～
31
日
㈮

◦�

貸
付
期
間　
４
月
か
ら
在
学
す
る
学
校

の
修
業
年
限
ま
で

◦
利
息　
無
利
息

◦�

返
還
方
法　
貸
し
付
け
終
了
後
、
半
年

間
据
え
置
き
、
貸
付
期
間
の
３
倍
以
内

の
期
間
、
一
括
、
月
賦
、
半
年
賦
ま
た

は
年
賦
の
い
ず
れ
か
の
方
法

※�

奨
学
金
は
貸
し
付
け
で
あ
り
、
そ
の
返

還
金
が
次
の
奨
学
金
の
原
資
と
な
り

ま
す
。

※�

申
請
書
な
ど
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

問
教
育
総
務
課　
　
　

☎（
43
）１
６
３
８ ▲山鹿市



 

お
知
ら
せ

〈 

有
料
広
告 

〉理容  ハタシマ
※60歳以上 200円割引（カットのみ以上、平日のみ）

●山鹿店　3号線セントラルパーク西益屋さんの隣
●東　店　325号線MrMax ななめ前、仏壇屋さんの隣

お問い合わせ
☎0968-43-1838山鹿市鹿本町御宇田 691-1　有限会社たけや

 

玉
名
高
等
職
業
訓
練
校

 

訓
練
生
募
集

　　

事
業
所
で
働
き
給
与
を
受
け
な
が
ら
、

訓
練
校
で
学
び
知
識
や
技
能
を
習
得
で
き

ま
す
。

◦
場
所　
玉
名
高
等
職
業
訓
練
校

◦�

訓
練
科
目

　
①
木
造
建
築
科

　

②
左
官
、
タ
イ
ル
施
工
科

◦�

募
集
人
員　
各
５
人

◦�

訓
練
期
間　
３
年

 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

 

職
業
訓
練
受
講
生
募
集

　　

職
業
訓
練
は
、
求
職
者
が
職
業
訓
練
に

よ
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
通
じ
て
、
早
期
就

職
を
実
現
す
る
た
め
に
、
国
が
支
援
す
る

制
度
で
す
。
受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
教

科
書
代
な
ど
が
必
要
で
す
。

一
定
の
条
件
を
満
た
す
と
、
雇
用
保
険
な

ど
を
受
給
し
な
が
ら
職
業
訓
練
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

◦
場
所　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
熊
本

◦�

訓
練
科
目　
機
械
・
Ｃ
Ａ
Ｄ
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
科
、
福
祉
住
環
境
サ
ー
ビ
ス
科

◦
募
集
期
間　
３
月
１
日
㈬
〜
23
日
㈭

◦�

訓
練
期
間

　

��

５
月
９
日
㈫
〜
10
月
26
日
㈭

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池　

訓
練
担
当

☎
０
９
６
８（
24
）８
６
２
５

　
手
話
奉
仕
員
と
は
、
手
話
を
身
に
付
け

手
話
を
生
か
し
て
耳
に
障
が
い
が
あ
る
人

の
意
思
疎
通
を
支
援
す
る
人
で
す
。
受
講

料
は
無
料
で
す
が
、
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
約

８
千
円
が
必
要
で
す
。

◦�

受
講
資
格　
高
校
卒
業
以
上
の
学
力
が

あ
り
、
手
話
奉
仕
活
動
や
手
話
通
訳
士

を
積
極
的
に
目
指
す
人

◦�

会
場　
鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り

２
階

◦�

申
し
込
み　

３
月
31
日
㈮
ま
で
に
福

祉
援
護
課
の
窓
口
か
、
電
話
ま
た
は

F
A
X
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
テ

キ
ス
ト
代
は
第
１
回
目
の
講
座
時
に
会

場
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

【
入
門
課
程
】（
約
34
時
間
）

◦�

日
時　
４
月
11
日
㈫
〜
８
月
１
日
㈫　

毎
週
火
曜
日　

午
後
７
時
〜
９
時

【
基
礎
課
程
】（
約
56
時
間
）

◦�

日
時　
９
月
５
日
㈫
〜
令
和
６
年
３
月

26
日
㈫　

毎
週
火
曜
日　

午
後
７
時
〜

９
時

問
福
祉
援
護
課　
　
　

☎（
43
）０
０
５
２

（
43
）１
１
７
０

 
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

 
受
講
生
募
集

　

将
来
、
医
師
と
し
て
山
鹿
市
民
医
療

セ
ン
タ
ー
に
勤
務
し
、
地
域
医
療
に
貢

献
す
る
意
思
が
あ
る
医
学
生
に
、
修
学

資
金
を
貸
与
す
る
こ
と
で
、
医
師
の
確

保
と
地
域
住
民
の
健
康
保
持
・
増
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
募
集
し
ま
す
。

◦�

募
集
人
員　

１
人
（
国
公
立
・
私
立

大
学
生
）

◦�

募
集
期
間　
３
月
13
日
㈪
〜
４
月
21
日
㈮

※�

詳
し
く
は
市
お
よ
び
山
鹿
市
民
医
療

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

 

令
和
５
年
度　
山
鹿
市
医
師

 
修
学
資
金
貸
与
者
募
集

　

将
来
、
山
鹿
市
内
の
医
療
機
関
な
ど
で

看
護
師
や
准
看
護
師
と
し
て
勤
務
し
よ
う

 

令
和
５
年
度　
山
鹿
市
看
護
師
等

 

修
学
資
金
貸
与
者
募
集

と
す
る
人
に
対
し
、
そ
の
修
学
に
必
要
な

資
金
を
貸
与
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
看
護

師
な
ど
を
確
保
し
、
地
域
住
民
の
健
康
の

維
持
と
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、修
学
資
金
の
貸
与
者
を
募
集
し
ま
す
。

◦�

募
集
人
員　
３
人
程
度

◦�

募
集
期
間　
３
月
１
日
㈬
〜
31
日
㈮

※�

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
健
康
増
進
課　
　
　

☎（
43
）０
０
５
０

問
健
康
増
進
課　
　
　

☎（
43
）０
０
５
０

問
山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
経
営
管
理
課

　
　
　

☎（
44
）２
１
８
５
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お
知
ら
せ

案　内　版　案　内　版　InformationInformation

〈 

有
料
広
告 

〉

♥ホームページ♥ ⇒ https://www.ishinofurukawa.co.jp山鹿市方保田3514-1

建設業の許可  石工事  熊本県知事般ー2  第12675号 

ご先祖さまへ春のお彼岸前のご準備を

・お墓をきれいにしたい。
・お墓をリフォームしたい。
・墓誌に記名していないので刻みたい。
・香炉や花立てだけを新しくしたい。

お 墓 の メ テン ナ ン ス

墓誌のご記名
など

お済みですか？

ご相談
ください！！ コロナ禍

が収まり
ますよう
に･･･！

あまびえの♥ゆとりんです♥

 

県
立
装
飾
古
墳
館
・
鞠き

く

智ち

城じ
ょ
う

 

菊
文
研
講
座

第
13
回
講
座

◦�

日
時　
３
月
19
日
㈰

　

午
後
１
時
半
〜
３
時

◦�

演
題
　「
装
飾
古
墳
館
長
講
座　

菊
池

川
流
域
の
古
墳
文
化
～
研
究
成
果
と
課

題
～
」

◦�

講
師　
装
飾
古
墳
館　

廣
田
静し

ず
た
か学　

副

館
長

◦�

場
所
　
装
飾
古
墳
館
集
団
学
習
室

◦
定
員　
先
着
80
人
（
事
前
の
申
し
込
み

　

が
必
要
で
す
）

◦
参
加
費　
無
料

問
県
立
装
飾
古
墳
館　

☎（
36
）２
１
５
１

　

菊
池
川
流
域
の
装
飾
古
墳
を
一
般
公
開

し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
菊
池
川
流
域
に

華
開
い
た
古
墳
文
化
に
触
れ
て
み
ま
せ

ん
か
。

◦�

期
日
お
よ
び
場
所

　

①
３
月
18
日
㈯

　
　

鍋
田
横
穴
（
山
鹿
市
鍋
田
）

　
　

塚
坊
主
古
墳
（
和
水
町
瀬
川
）

　

②
３
月
25
日
㈯

　
　

横
山
古
墳
（
山
鹿
市
鹿
央
町
岩
原
）

　
　

石
貫
穴
観
音
横
穴
（
玉
名
市
石
貫
）

　

③
３
月
26
日
㈰

　
　

横
山
古
墳
（
山
鹿
市
鹿
央
町
岩
原
）

◦�

時
間　

　

鍋
田
横
穴
、
横
山
古
墳
、
塚
坊
主
古
墳

　

①
午
前
11
時
〜
正
午

　

②
午
後
１
時
〜
２
時

　

石
貫
穴
観
音
横
穴

　

①
午
前
10
時
〜
11
時

　

②
午
後
１
時
半
〜
２
時
半

◦��

参
加
費　
無
料

 

春
の
装
飾
古
墳
一
般
公
開
！　

３
月
の
さ
く
ら
湯
休
館
日

３
月
の
さ
く
ら
湯
休
館
日

３
月
３
月
1515
日
㈬
日
㈬

（
第
３
水
曜
日
）

（
第
３
水
曜
日
）

 

催
　
し

 

さ
く
ら
湯
イ
ベ
ン
ト 

子
ど
も
入
浴
無
料
デ
ー

◦�

日
時　
３
月
20
日
㈪

　

午
前
６
時
～
翌
午
前
０
時

　
（
午
後
11
時
半
受
け
付
け
終
了
）

◦�

内
容　
12
月
20
日
の
温
泉
復
活
感
謝
祭

に
ち
な
み
、
温
泉
の
恵
み
に
感
謝
し
山

鹿
温
泉
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
っ
て
も
ら

う
た
め
、
毎
月
20
日
を
中
学
生
以
下
の

子
ど
も
は
入
浴
料
無
料
と
し
ま
す
。

春
休
み
は
早
起
き
し
て
朝
湯
に
行
こ
う

◦�

期
間
　
３
月
25
日
㈯
～
４
月
９
日
㈰　

午
前
６
時
～
９
時

◦�

入
浴
料
　
３
歳
〜
中
学
生
は
無
料

　

期
間
中
の
午
前
６
時
〜
９
時
に
受
け
付

け
し
た
、
３
歳
か
ら
中
学
生
ま
で
の
入
浴

料
は
無
料
。
子
ど
も
た
ち
が
「
公
衆
浴
場

で
の
マ
ナ
ー
」
を
学
ぶ
機
会
と
な
る
よ
う

に
、
必
ず
保
護
者
が
一
緒
に
入
浴
し
て
く

だ
さ
い
。
子
ど
も
の
み
の
入
浴
は
対
象
外

で
す
。
な
お
保
護
者
は
入
浴
料
３
５
０
円

が
必
要
で
す
。

☆�

ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
豪
華
賞
品
を
も
ら

お
う
。

問�
さ
く
ら
湯　
　
　
　

☎（
43
）３
３
２
６

◦�
訓
練
日　
毎
週
木
曜
日
（
週
１
回
）

◦�
資
格　
年
齢
学
歴
不
問

◦�
締
め
切
り　
４
月
６
日
㈭

問
玉
名
高
等
職
業
訓
練
校

木
曜
日
の
み
☎
０
９
６
８（
74
）３
６
２
８

木
曜
日
以
外
☎
０
９
６
８（
72
）４
６
２
６

◦��

定
員　
各
20
人
程
度
（
先
着
順
、
事
前

の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
３
月
１
日

㈬
か
ら
申
し
込
み
受
付
開
始
）

　

３
月
25
日
㈯
お
よ
び
26
日
㈰
は
、、
県

立
装
飾
古
墳
館
に
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
品
な
ど

を
販
売
す
る
マ
ル
シ
ェ
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

も
や
っ
て
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
県
立
装
飾
古
墳
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
県
立
装
飾
古
墳
館　

☎︵
36
）２
１
５
１

　
（�
月
曜
休
館
）

▲県立装飾
　古墳館
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定 例 相 談 相談 無料は

相談の時間は下記のとおりです。
◦一般相談
　午前９時〜正午
※�予約制ではありませんので、お待

ちいただく場合があります。
◦司法書士相談（事前予約が必要）
　午前 10 時〜正午
◦法律相談（事前予約が必要）
  ・午前 10 時〜正午
  ※�司法書士相談、法律相談の利用

は、１人に付き年３回までです。

【山鹿健康福祉センター内社協本所
・山鹿支所】　☎ (43)1134
①一般相談　３月３日㈮
②司法書士相談（成年後見・多重債務・
　登記関係）
　３月 17 日㈮　※要予約
③法律相談　３月 24 日㈮　※要予約

【鹿北老人福祉センター】☎ (32)2696
◯一般相談　３月２日㈭

【菊鹿健康福祉センター】☎ (48)5060
◯一般相談　３月１日㈬

【鹿本市民センター】☎ (46)2206
①一般相談　３月７日㈫
②司法書士相談（登記関係）
　３月 14 日㈫　※要予約

【鹿央地域福祉センター】
　　　　　　　　　　☎ (36)3811
①一般相談　３月６日㈪
②法律相談　３月 20 日㈪　※要予約

問社会福祉協議会本所☎ (43)1134

◦日時　３月 14 日㈫ 
　　　　午後１時〜４時
◦場所　市役所商工観光課
※予約をした人が優先となります。
問商工観光課　☎ (43)1579

◦日時　月〜金曜日（祝日除く）
　　　　午前９時〜午後４時
◦場所　山鹿健康福祉センター
問長寿支援課地域包括支援係
　☎ (43)1077

【フルタイム】　（月額）
①看護師　21 万 1600 円
②生活相談員　16 万円〜
③営業職　21 万円
④キッチンスタッフ　16 万 4160 円〜
⑤警備係　17 万 3600 円〜
⑥電気製品組立作業　15 万 5520 円
⑦タクシー乗務員　14 万 3375 円
⑧現場作業および運転
　18 万 3600 円〜

【パートタイム】　（時間額）
①保育士　千円〜
②介護職員　860 円
③一般事務　860 円
④レジ担当　870 円
⑤婦人服販売員　880 円
⑥縫製・検査・仕上げ　855 円〜
⑦釣竿の検査・加工　860 円〜
⑧デイケア送迎業務　900 円〜
※�すでに採用済みの場合もあります。
　詳しくは、問い合わせください。
　午前９時半〜午後５時（土日祝休）
問ハローワーク菊池
　山鹿市地域職業相談室
　（鹿本総合庁舎１階）　☎ (43)1724

至 福岡

至 熊本 

至 玉名 至 菊池 

至 南関

●警察署 

●山鹿バス
　センター 

　老人福祉
●センター 

●市役所 
●八千代座 
山鹿中央
病院
● 

●温泉プラザ 

国
道
３
号 

県道200号 

国道325号 

鹿本総合庁舎 
　●

国道443号 

　相談月の前月から電話で予約を
受け付けています。４月の予約を
３月１日㈬から受け付けます。

【４月相談日】※要予約☎ (43)1576
５日㈬、12 日㈬、19 日㈬、26 日㈬
・時間　午前 10 時〜午後３時
・場所　市役所会議室
年金事務所でも手続きができます。
電話予約☎ (0570)054890
老齢年金の相談・請求
はネット予約（右の二
次元コードを読み取っ
てください）もできます。

問国保年金課　☎ (43)1576

・日時　３月９日㈭
　　　　午後１時半〜４時半
・場所　鹿北市民センター相談室
問鹿北市民センター　☎ (32)3111

税務相談

年金出張相談

障がい児・者相談

心配ごと相談

認知症に関する相談

仕事の相談はお気軽に

社会保険労務士労働相談

◦日時　月〜金曜日（祝日除く）
　　　　午前９時〜午後４時
◦場所　市役所２階消費生活相談室
問山鹿市消費生活センター　☎(43)0188

消費生活相談

専門の相談員が支援します。
【市役所福祉援護課 障がい福祉係】
◦日時　月〜金曜日（祝日除く）
　　　　午前８時半〜午後５時

【山鹿健康福祉センター】
◦日時　３月１日㈬、８日㈬、
　　　　15 日㈬、22 日㈬、29 日㈬
　　　　午前９時～ 11 時

【鹿北市民センター】
◦日時　３月 22 日㈬
　　　　午後１時半〜３時半

【菊鹿市民センター】
◦日時　３月７日㈫
　　　　午後１時半～３時半

【鹿本市民センター】
◦日時　３月 28 日㈫
　　　　午後１時半～３時半

【鹿央市民センター】
◦日時　３月 14 日㈫
　　　　午後１時半～３時半
問福祉援護課　☎ (43)0052

秘密は固く守ります。お気軽にご相談ください。
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１ 問市民課　☎(43)1169

うぶごえうぶごえ

お く や みお く や み

およろこびおよろこび

※１月中の届け出のうち、本庁・市民センターで受け付けた掲載希望者分を掲載しています。

菊　鹿
　内　田

▲

河津　幸介さん(93)　福嶋ヨシノさん(96)
　　　　　家入ミユキさん(101)　吉里　治子さん(95)
　　　　　平川　政純さん(74)　髙木　一芳さん(82)
　　　　　髙見　一男さん (83)
　六　郷

▲

一法師末俊さん(90)　小林　弘昭さん(69)
　　　　　横田トシノさん(90)　小松ミドリさん(87)
　城　北

▲

冨田　浩一さん(58)　横田　武敏さん(97)
　　　　　木村　親正さん(78)　下田キミ子さん(95)
　　　　　川上フサエさん(82)　平井タカエさん(93)
鹿　本
　来　民

▲

大橋　輝男さん(98)　平井　和紀さん(84)
　　　　　本田サヨコさん (85)
　稲　田

▲

富田　康裕さん(43)　西田　節子さん(95)
　　　　　富田イツ子さん(83)　本田サヨコさん(91)
　中　富

▲

下川　燒子さん(81)　平田　竜児さん(71)
鹿　央
　千　田

▲

園木　絹子さん (88)
　米野岳

▲

原　　哲夫さん(90)　米加田公男さん(94)
　　　　　鬼釜マチヱさん (100)
　山　内

▲

森　　德義さん(95)　緒方　　工さん(90)

山　鹿
　山　鹿

▲

末次　　洸
こう

さん　古閑　丈
たけ

道
みち

さん
　　　　　鈴木　健

けん

惺
せい

さん　福谷　碧
あお

都
と

さん
　　　　　福田　真

ま

優
ひろ

さん
　八　幡

▲

東　佑
ゆ

衣
い

奈
な

さん
　三　岳

▲

西　未
み

来
ら

唯
い

さん
　三　玉

▲

菊池　華
か

叶
なと

さん　豊永　冬
とう

佳
か

さん
　　　　　上妻　未

み

來
らい

さん
　大　道

▲

髙本　詩
し

空
ずく

さん　二村　柚
ゆ

愛
あ

さん
　　　　　池松　一

いつ

稀
き

さん　渡辺　陽
お

音
と

さん
　　　　　稲葉　晴

はる

大
と

さん

山　鹿
　山　鹿

▲

甲斐　敬章さん♥古川　志穂さん
　　　　　鈴木田恭兵さん♥鍋島　千咲さん
　　　　　西田　優也さん♥阿蘇品璃紗さん

鹿　本
　稲　田

▲

松永　和生さん♥バットサルヴァン,
　　　　　　　　　　　　　　　　　フェルネットさん

菊　鹿
　内　田

▲

渕上　善
さ

丞
すけ

さん
鹿　本
　来　民

▲

元田　玲
れい

凪
な

さん　永野　詩
こと

葉
は

さん
　稲　田

▲

原口　叶
と

空
あ

さん　中嶋　　潤
じゅん

さん
　中　富

▲

舩橋　一
いつ

綺
き

さん　
鹿　央
　千　田

▲

守川　昊
そ

良
ら

さん

山　鹿
　山　鹿

▲
松本　　定さん(95)　村上　照惠さん(68)

　　　　　早瀨　幸光さん(83)　杉本　隆治さん(73)
　　　　　清水勢津子さん(89)　原　　典子さん(94)
　　　　　長野ノブコさん (97)　
　米　田

▲

德永　四郎さん (91)
　川　辺

▲

伊豆永一子さん (85)
　八　幡

▲

井上　時男さん(68)　平尾チミ子さん(101)
　平小城

▲

伊豆永末男さん(82)　　田　瑤子さん(88)
　三　岳

▲

下田　健二さん(75)　川口　敏文さん(68)
　三　玉

▲

岡﨑富美男さん(67)　池田美智代さん(66)
　　　　　松本キヌエさん (97)
　大　道

▲

森崎　和博さん(76)　松本　幸子さん(79)
　　　　　鴨川眞理子さん(72)　野滿　一美さん(71)
　　　　　小川アサエさん(91)　野満　照子さん(91)
　　　　　富永クニ子さん (95)
鹿　北
　岳　間

▲

嘉場チヱ子さん(90)　小川　良子さん(94)
　　　　　大渕ミカオさん(107)　黒田スマ子さん(97)
　岩　野

▲

村上　格一さん (86)
　広　見

▲

田上　　稔さん (85)
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山鹿市内の子育て支援センター・子育て世代包括支援センター・保育園・
幼稚園・小中学校・高校の子どもたちの話題を紹介するページです

楽しかった田植え　食への感謝
八玉保育園 ☎ (43)5181

がんばりマメができたよ
　　　　　　　山鹿幼稚園 ☎ (43)1154

　本園では、たくさんの友達と楽しく遊ぶことを目
的に、わくわく子育てとして月ごとに合わせたテー
マで全体活動、学年活動、食育活動と積極的に取り

組 ま れ て い ま す。
今の時期の子ども
たちは、マラソン
や 鬼 ご っ こ な ど、
寒い中でも外で元
気に走り回ってい
ます。
　先日、帰宅すると

５歳の長男が「お父さん、がんばりマメができたよ」
とうれしそうに話して
くれました。「がんばり
マメって何かな」と聞
くと「屋外のうんてい
遊びで、がんばってで
きたマメだよ」と話し
てくれ「よか勲章ので
きたね」と、会話の中
で日々の成長を感じて
います。ことしから下の子も年少クラスで本園へ通い
始めます。どんな成長を見せてくれるか、今からとて
も楽しみです。

山鹿幼稚園後援会会長　竹熊良
りょう

太
た

　豊かな自然に囲まれた本園は、菜園でいろいろな
野菜の収穫を楽しんでいます。時には、鳥や小動物
に食べられてしまうこ
ともありますが、それも
自然が溢れる園ならで
はです。
　年長児は田植えを体
験しますが、初めて田ん
ぼに入る子どもばかり
で、裸足で入ったときの
足の指の間を通る泥の感触に「ニュルニュルする」「気
持ちいい」と、喜んだり不安定な足元に歓声をあげな

がら、苗の持ち方や植え
方を教わり、田植えを楽
しみます。その後は稲の
成長をみんなで見守り「う
わーだいぶ大きくなっと
る」「早く食べたいね」と
収穫が待ち遠しい様子で
した。

　秋には稲刈りを見学し、後日新米でおにぎりを作り
ました。自分で植えた稲からお米ができ、それを自分
でおにぎりにしていただくという年長児ならではの
貴重な体験ができることに感謝です。

年長児担任　森川里
さ と

美
み

　本年度の菊鹿小中学校の教育目標は「ふるさとを愛
し、夢の実現に向けて挑戦し続ける児童生徒の育成」。
本校スローガンは「学び合い　つながり合い　菊鹿愛」
です。本校は、愛する菊鹿町で、人と人および人と地
域のつながりを大切にし、子どもたちに確かな学力な
どの生きる力を身に付けさせたいと考えています。
　本年度は、感染症対策のために中断していた「ふれ
あい教室（地域の皆さんと交流して学ぶ取り組み）」
を３年ぶりに再開しました。１年生「昔遊び」、２年
生「風車づくり」、３年生「押し花作品づくり」、４年

生「竹箸づくり」、
５年生「グランド
ゴルフ」、６年生

「竹
た け

箒
ほうき

づくり」、総
勢 45 人の地域の
皆さんが、ゲスト
ティーチャーとし
て子どもたちにさ
まざまな価値ある
体験をさせてくだ
さいました。

　２学期は、４～６年生を対象に、将来への希望や目
標および働くことへの意欲を持たせることを目的とし
た「菊鹿っ子　いきいきキャリアセミナー」を開催し、
菊鹿町出身・在住者を中心に、消防士、保育士、パティ
シ エ、 市 職 員、
山鹿灯籠師、盲
導犬とともに暮
ら す 地 域 の 人、
警察官、梨園経
営者の皆さんか
ら大変貴重な話
を聞くことがで
きました。
　３学期は、虹の会（地域住民でつくるボランティア団体）
の皆さんと保護者にご指導いただきながら、３年生を
対象にシイタケの駒打ち体験を再開します。２年後の
収穫を楽しみに大事に育てていきたいと思います。
　これからも、本校は児童を中心に据え、愛する地域
とともに歩んでいきます。

菊鹿小学校　☎ (48)2016

菊鹿小学校データ　早田宗
む ね

生
お

校長　全校児童 202 人

〜学び合い　つながり合い　菊鹿愛〜

消防士の仕事について学ぶ４〜６年生

昔遊びのあやとりを楽しむ１年生

うんていに挑戦中！！

寒くても元気にサッカー
田植えを楽しむ年長児

新米でおにぎり
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図書館スタッフ図書館スタッフ  おすすめのおすすめの１冊１冊
蔵書場所の省略表記
ひだまり図書館　　【ひだまり】　こもれび図書館　　【こもれび】
鹿北図書室　　　　【鹿北】　菊鹿図書室　　　　【菊鹿】
鹿央図書室　　　　【鹿央】

問い合わせ先問い合わせ先
 　★ひだまり図書館　　☎ (46)1310　★こもれび図書館　　☎ (43)1082　★鹿北市民センター　☎ (32)3111
 　★菊鹿市民センター　☎ (48)3111　★鹿央市民センター　☎ (36)3111　★社会教育課　　　　☎ (43)1651

お
し
ら
せ

ひだまり図書館

「絵本で世界を旅しよう」
　世界各地のおはなしや作家の作品を紹介
します。絵本を開けば遠い国にもひとっ飛
び。異国の地に思いをはせながら、旅気分
を味わってみませんか。
こもれび図書館

「MOE 絵本屋さん大賞」
　全国の絵本屋さん３千人がおすすめした
い絵本を選んだ『第 15回MOE 絵本屋さ
ん大賞 2022』。歴代の受賞作とともに魅
力をたっぷりとお届けします。

偶然の出会いで結びつけられた結
ゆ

珠
ず

と果
か

遠
の ん

。運命に引き裂かれながらも、互いの
存在に惹かれ合い導かれる。二人の愛と
人生の物語。

【ひだまり】【こもれび】【鹿北】【菊鹿】

『光のとこにいてね』
一穂ミチ / 著　文藝春秋 / 出版

《小説》

小学生の著者・ういが疑問に感じたこと
を率直に質問してみた！多様な性を知る
きっかけの１冊としておすすめです。「知
ること」から始めませんか。

【ひだまり】【こもれび】

『みんなえがおになれますように
　　　　　　　ちがうってすてきなこと』

うい / 作　早川世詩男 / 絵
松中権 / 監修　Gakken/ 出版

《生活》
休 

館 

日

 ひだまり図書館

３月６日㈪・13日㈪・20日㈪・27日㈪

 こもれび図書館
３月１日㈬・８日㈬・15 日㈬・22 日㈬・
29日㈬

◀図書館の情報は
　こちらから

移動図書館車移動図書館車　　ぐるりん号ぐるりん号
令和５年度    巡回カレンダー
地区 ステーション 曜日 時間

山　
鹿

霊仙交流センター 第４㈭ 10:00

藤井１区公民館 第２㈭ 10:05

おさか童夢 第１㈯ 10:10

川辺地区公民館 第２㈭ 13:30

三岳地区公民館 第１㈮ 13:40

山鹿市民医療センター 第３㈭ 14:00

第一児童館 第３㈮ 14:00

平小城地区公民館 第１㈭ 14:05

平小城郵便局 第１㈭ 14:30

米田地区公民館 第３㈭ 14:30

児童センター 第２㈬ 14:30

中央児童センター 第３㈮ 14:30

地区 ステーション 曜日 時間

鹿　
北

鹿北老人福祉センター 第４㈮ 13:45

鹿北郵便局 第４㈮ 14:05

広見郵便局 第４㈮ 14:25

菊　
鹿

城北郵便局 第１㈭ 10:00

内田郵便局 第３㈭ 10:05

永山公民館 第１㈮ 11:10
鹿　
本
津袋公民館 第２㈬ 13:40

鹿本児童館 第３㈬ 14:30

鹿　
央

米野公民館 第１㈮ 10:15

米野岳簡易郵便局 第２㈮ 14:15

肥後山内郵便局 第１㈮ 14:20

千田郵便局 第１㈮ 14:45

※各ステーションの滞在時間は15分程度です。
※�天候不良などの理由で、運行日程・時間を変更する場合があります。
※祝日や年末年始、８月16日㈬は運休します。 問ひだまり図書館　☎ (46)1310
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2/6　規模拡大が難しい里山農業が輝く仕組み作り
          …（株）パストラルが農林水産祭で天皇杯を受賞

左から服部香
か よ

代山鹿市議会議長、表彰状を持つ市原邦
くにひこ

彦さ
ん、銀杯を持つ市原幸夫さん、右は早田市長

　ジェラートやフランス菓子を始め、アイガモ米やあんぽ
柿の生産販売など多角的な経営に取り組む（株）パストラ
ル（来民）が、第61回農林水産祭の多角化経営部門で天皇
杯を受賞し、代表の市原幸

ゆ き

夫
お

さんが早田市長に受賞を報告
しました。多角化経営部門は農林水産祭の７つの部門の一
つで天皇杯はその最高賞。過去1年間に農林水産大臣賞を
受けた392経営体の中から選ばれました。

　感染予防や人手不足で多くの区が辞退する中10チームが
出場し、菊鹿運動広場をスタート・ゴールに10区間19.55
㌔で襷をつなぎました。優勝した川西区（六郷校区）の青
木賢

け ん い ち

一さんは「開催を心から感謝します。この駅伝は、子
どもと大人が共同で取り組む貴重な行事で住民の郷土愛を
育んでいます。ずっと続いて欲しい」と駅伝への思いを語
りました。（準優勝：川原区、３位：池田区） ５区間で区間賞をとり２連覇を果たした川西区チーム。優

勝旗を持つ平金健
たける

さんと、その隣が青木さん

2/5　3 年ぶりの駅伝大会は川西区が優勝
　　　 …第 49 回菊鹿一周駅伝大会

２/2　菊池川自然塾が「手づくり郷
ふ る さ と

土賞」を受賞
　　　  …国土交通大臣認定証伝達式
　地域づくりの優れた取り組みを表彰する「令和４年度手
づくり郷土賞」の伝達式が市役所で行われ、国土交通大臣
の代理で国土交通省九州地方整備局の藤巻浩

ひ ろ ゆ き

之局長が、一
般部門で受賞した特定非営利法人菊池川自然塾の冨田克

か つ と し

敏
理事長に認定証を手渡しました。冨田理事長は「菊池川を
フィールドとした子どもたちとの体験学習会の活動を認定
いただき感謝しています」と述べました。 伝達式に臨まれた皆さん。前列左から早田市長、中央が冨田

理事長、左から７人目が藤巻局長

２/5　荒平区赤チームが３連覇
　　　 …第 38 回鹿北町駅伝大会

　コロナ禍で、３年ぶりに開催された鹿北町駅伝大会は、
鹿北体育センター前をスタート・ゴールに旧岳間小手前で折
り返す７区間13.2㌔のコースに10チームが出場しました。
折り返し地点までは順位の変動が見られ、盛り上がりを見
せましたが、後半に荒平区赤チームが底力を発揮して後続
を引き離し、大会３連覇を飾りました。
　　　　　　　　　　（準優勝：浦方区、３位：東野区）

小学生もしくは女性の区間である 1 区（1㌔）をスタートし
たランナーたち
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1/26　世界の半導体需要拡大に応える
　　　  …（株）山清工業九州山鹿工場竣工式
　高まる半導体需要に応えるため（株）山清工業九州が山
鹿市久原の東部工業団地に建設していた山鹿工場が完成し
竣工式を行いました。これは、熊本県や山鹿市と進出協定
を締結して建設を進めていたもので、早田順

じゅん

一
い ち

市長や三輪
孝
た か ゆ き

之熊本県商工労働部長らが招かれ、基盤を塗布したシリ
コンウェハーの洗浄装置を製造する機器類を設置する広々
とした真新しいクリーンルームなどを見学しました。 製造機器類を設置する広々としたクリーンルームを見学する早

田市長（中央）と三輪商工労働部長（右）

2/2　困っていた高齢者を見逃さなかった中学生
　　　…みんなで支え合おう ” かもと ” が 4 人に感謝状

前列左から西田唯
ゆい

人
と

さん、藤田凰
おう

世
せ

さん、山本悠
ゆう

馬
ま

さん、福
田幸

こう
輝
き

さん。後列中央は支え合おう代表の安谷美
み ち こ

智子さん

　１月８日、鹿本中学校３年生４人が鹿本町藤井地内の市
道を歩いていた高齢者から菊池市までの道を尋ねられ、不
自然に感じた４人はその状況を警察へ連絡し、適切に救護
しました。そこで、サポーター養成講座を実施している「
みんなで支え合おう”かもと”」は、適切な判断と行動が他
の模範として４人に感謝状を渡しました。藤田さんは「子ど
もサポーター講座が生かされました」と振り返りました。

１/27　６年間の学びの集大成を披露
　　　　…山鹿小学校６年生が八千代座公演

　６年間の学びの集大成として、６年生112人が山鹿で輝
く人々や長崎の鐘の作者永井隆

たかし

博士を取り上げ、八千代座
で創作劇を披露しました。22年目を迎える本公演は、演技
はもちろん音響や道具類、ナレーションを子どもたちが行
い、フィナーレの全員声かけで「公演を通して諦めずに努
力すること、前を向いて歩み続けることの大切さを学びま
した」と語り、公演の幕を閉じました。 山鹿で輝く人で豊前街道マルシェ発起人の西山ゆうこさん

（左から５人目）について劇を披露する子どもたち

2/2　山鹿を元気にするんだモン！
　　　 …くまモン八千代座一日座長就任式
　くまモンローカル「やまがプロジェクト」の一環で、豊
前街道にくまモンの小旗や提灯などが設置されました。こ
のプロジェクトの開幕セレモニーとして、八千代座でくま
モンの一日座長就任式が行われ、委嘱状交付の後にダンス
を披露しました。記念の足形取りもあり、参加した市内の
保育園児らが笑顔で踊ったり掛け声を上げたりして楽しん
でいました。 会場で記念撮影を行う八千代座のキャラクター・チヨマツ

（左）とくまモン（右）

©2010熊本県くまモン©2010熊本県くまモン
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市
民
公
開
講
座
（
無
料
）

く
ま
も
と
県
北
病
院

◦
日
時　
３
月
11
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
11
時（
午
前
９
時
半
開
場
）

 
山
鹿
中
学
校
吹
奏
楽
部

 
第
35
回
定
期
演
奏
会

山
鹿
中
学
校
吹
奏
楽
部

　

吹
奏
楽
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
や
ポ
ッ
プ

ス
、
マ
ー
チ
ン
グ
な
ど
内
容
盛
り
だ
く
さ

ん
。
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
一
生
懸
命
が
ん
ば
り
ま
す
。
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。
入
場
無
料
で
す
。

◦�

日
時　
３
月
18
日
㈯　

午
後
２
時
〜　

　
（
午
後
１
時
半
開
場
）

◦�

会
場　
山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　

文
化
ホ
ー
ル

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
状

況
に
よ
り
、
内
容
を
変
更
ま
た
は
入
場

者
数
を
制
限
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

�

詳
し
く
は
、
山
鹿
中

学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
五
十
嵐
）　　
　
　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
43
）１
１
８
５ ▲山鹿中学校

 「
咲え

む
」
上
映
会

耳
の
日
ふ
れ
あ
い
i
n
県
北
23

　

ろ
う
者
の
女
性
が
困
難
に
立
ち
向
か
い

な
が
ら
、
村
を
変
え
て
い
く
物
語
で
す
。

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

 「
西
南
戦
争
山
鹿
口
の
戦
い
」
に

 

つ
い
て
勉
強
会
を
開
催
し
ま
す

西
南
の
役
山
鹿
口
戦
蹟
顕
彰
会

　

西
南
戦
争
は
、
こ
こ
山
鹿
で
も
激
戦
が

 

第
８
回
街
道
浪
漫

 
や
ま
が
豊
前
街
道
マ
ル
シ
ェ

街
道
浪
漫
実
行
委
員
会

　

街
道
マ
ル
シ
ェ
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、
お

も
て
な
し
子
ど
も
公
演
な
ど
楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
を

盛
り
上
げ
る
た
め
、
ぜ
ひ
和
装
（
着
物
、

作
務
衣
、
割
烹
着
な
ど
）
や
手
拭
い
な
ど

を
身
に
つ
け
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦
日
時　
３
月
５
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
（
荒
天
中
止
）

◦�

場
所　
さ
く
ら
湯
を
中
心
に
豊
前
街
道

沿
い
約
１
キ
ロ

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
西
山
）

☎
０
９
０（
３
１
９
６
）４
７
８
３

 「
本
田
邸
」
見
学
会

熊
本
県
建
築
士
会
山
鹿
支
部

　
「
や
ま
が
の
生
活
」
と
「
建
物
の
歴
史
」

を
関
連
さ
せ
た
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦
日
時　
３
月
５
日
㈰

　

午
後
３
時
〜
５
時

◦�

建
物
名　
本
田
邸
お
よ
び
千
代
の
園
近

隣
施
設

◦�

集
合
場
所　
千
代
の
園
駐
車
場

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
野
中
）

☎
０
９
０（
８
８
３
０
）４
７
８
４

 「
サ
ー
カ
ス
の
灯
」

 

ラ 

ス
ト
ラ
ー
ダ 

カ
ン
パ
ニ
ー 

山
鹿
こ
ど
も
あ
ー
と
ら
ぼ

　

和
紙
の
サ
ー
カ
ス
テ
ン
ト
に
二
人
の
道

化
師
が
お
く
る
舞
台
は
、
お
と
ぎ
話
の
よ

う
で
想
像
力
を
か
き
た
て
ま
す
。
国
内
外

で
数
々
の
受
賞
を
し
て
い
る
二
人
に
よ
る

作
品
で
す
。

◦
日
時　
３
月
19
日
㈰　

午
後
２
時
〜　

　
（
午
後
１
時
45
分
開
場
）

◦
場
所　
八
千
代
座

◦�

参
加
費　
大
人
千
円　

子
ど
も
（
３
〜

18
歳
）
５
０
０
円

　

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
中
島
）

☎
０
９
０（
９
７
２
２
）５
２
１
３

 

山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
か
ら  

 

の
お
知
ら
せ

山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

文
化
ホ
ー
ル
C
D
鑑
賞
会

　

皆
さ
ん
に
文
化
ホ
ー
ル
の
す
ば
ら
し
い

音
響
効
果
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め

に
、
身
近
な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
C
D
鑑

賞
会
を
開
催
し
ま
す
。
入
場
無
料
、
入
退

場
自
由
で
す
。

◦
日
時　
３
月
19
日
㈰　

午
後
１
時
半
〜

　
（
午
後
１
時
開
場
）

◦
場
所　
文
化
ホ
ー
ル

◦
内
容　
Ｊ
ポ
ッ
プ(Snow

 M
an)

　

Ｋ
ポ
ッ
プ(BTS)

な
ど

お
は
な
し
の
小
道
具
を
作
ろ
う
＆

お
は
な
し
会

　

申
し
込
み
不
要
、
参
加
費
無
料
で
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
た
だ
し
小
道
具

の
材
料
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す(

先
着
20

個)

。
お
は
な
し
会
の
み
参
加
可
能
で
す
。

◦
日
時　
３
月
25
日
㈯　

午
前
10
時
〜

◦
場
所　
中
会
議
室
１

◦
講
師　
山
鹿
市
お
は
な
し(

読
み
聞
か

　

せ)

ボ
ラ
ン
ティ
ア
グル
ー
プ
連
絡
協
議
会

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
山
鹿
市
民
交
流
セ
ン

　

タ
ー
）　　
　
　

 　

☎（
43
）１
０
８
１

◦
場
所　
く
ま
も
と
県
北
病
院
２
階

　
　
　
　

た
ま
き
な
ホ
ー
ル

◦�

講
師　
く
ま
も
と
県
北
病
院

　
　
　
　

麻
酔
科　

上
原
友と

も

輝き

医
師

◦�

演
題
「
嫁
と
姑　

麻
酔
と
が
ん
」

◦�

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
の
参
加（
先
着
１
０
０
人
）

　

�

Ｉ
Ｄ
【
７
５
４ 

９
２
３ 

１
０
８
４
】

パ
ス
コ
ー
ド　
【
７
３
５
０
０
０
】

※�

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
の
み
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◦�

問
い
合
わ
せ
先
（
く
ま
も
と
県
北
病
院

総
務
課
）
☎
０
９
６
８（
79
）７
３
２
３

◦�

日
時　
３
月
19
日
㈰　

　

①
午
前
10
時
〜

　
　
（
午
前
９
時
半
受
け
付
け
開
始
）

　

②
午
後
１
時
半
〜

　
　
（
午
後
１
時
受
け
付
け
開
始
）

◦�

会
場　
鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り

◦�

料
金　
高
校
生
以
上　

１
２
０
０
円

　

小
中
学
生　

５
０
０
円　

乳
幼
児
無
料

�

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
手
話
サ
ー
ク
ル
鹿
本

　
わ
か
ぎ
山
鹿
グ
ル
ー
プ　
元
田
）

☎
０
８
０（
１
７
１
５
）９
５
５
１

●�みんなの広場は投稿のページです。掲載を希望する人は、掲載月前月の１日までに、原稿や写真を山鹿市役所秘書広報課へ郵送または持参してください。
●�紙面の都合で掲載を調整する場合があります。
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今月の 街角Gallery
ギャラリー

▶前期　山鹿美術協会　絵画展
　四季の風景、静物など水彩画を中心に約20点を展示
　期間：３月１日㈬〜15日㈬
▶後期　山鹿市公民館講座　日本画教室作品展
　江住昌

しょう

藏
ぞう

講師の受講生 10人が描いた風景、静物など
　の作品約20点を展示　期間：３月16日㈭〜 31日㈮
　どちらも午前 11時半〜午後６時（どちらも最終日は
　午後３時まで）毎週日曜定休　※21日㈷は店休

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）問 ☎ (44)4835

 

実
家
の
相
続
セ
ミ
ナ
ー

コ
ー
エ
イ
株
式
会
社

　

そ
の
う
ち
考
え
よ
う
と
先
延
ば
し
に
な

り
が
ち
な
相
続
の
こ
と
。
ど
ん
な
準
備
を

し
て
お
け
ば
い
い
？　

実
家
の
相
続
を
考

え
る
上
で
お
さ
え
て
お
き
た
い
ポ
イ
ン
ト

を
凝
縮
し
て
お
伝
え
す
る
、
初
め
て
相
続

を
予
定
す
る
人
に
お
勧
め
の
セ
ミ
ナ
ー

で
す
。

◦�

日
時　
３
月
19
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
正
午

◦�

場
所　
コ
ー
エ
イ
不
動
産
（
菊
池
市
野

間
口
３
３
８

−

１
）

�

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
平
川
）

☎
０
９
６
８（
23
）７
１
０
０

 「
こ
い
の
ぼ
り
」
寄
付
の
お
願
い

熊
本
県
ク
レ
ー
ン
協
会
山
鹿
支
部

　

山
鹿
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
の
役
に
立

ち
た
い
と
思
い
、
国
道
３
号
線
山
鹿
市

中
心
部
の
入
口
（
南
島
付
近
）
に
「
鯉

の
吹
き
流
し
」
を
計
画
中
で
す
。
お
家

で
眠
っ
て
い
る
「
こ
い
の
ぼ
り
」
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
ご
寄
付
く
だ
さ
い
。
皆

さ
ん
で
山
鹿
路
を
盛
り
あ
げ
ま
せ
ん
か
。

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
古
賀
）

☎
０
９
０（
９
０
７
７
）７
７
７
１

 

婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
っ
ぴ
ぃ
♡
は
っ
ぴ
ぃ

　
結
婚
し
た
い
け
ど
な
か
な
か
出
会
い
が

な
い
…
そ
ん
な
あ
な
た
の
幸
せ
探
し
の
一

歩
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

◦�

日
時　
４
月
16
日
㈰　

午
後
１
時
半
〜

◦�

対
象　
50
歳
以
上

◦�

募
集
人
数　
男
女
各
５
人
（
先
着
順
）

◦�
場
所　
大
津
町
ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン

タ
ー
（
大
津
町
大
津
１
１
８
９

−

２
）

◦�
参
加
費　
千
円
（
当
日
徴
収
）
※
別
途

入
会
登
録
費
３
千
円

◦�

必
要
書
類　
履
歴
書
１
通
、写
真
３
枚
、

独
身
証
明
書

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
桐
原
）

☎
０
８
０（
２
７
４
５
）７
７
８
８

 

山
鹿
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

 

メ
ン
バ
ー
募
集
！

山
鹿
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　
一
緒
に
楽
し
く
バ
ス
ケ
ッ
ト
し
ま
せ
ん

か
？
ご
連
絡
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦
対
象　
中
学
生
以
上　

性
別
不
問

◦
日
時　
毎
週
日
曜　

午
後
７
時
〜
９
時

◦�

場
所　
米
野
岳
中
学
校

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
鹿か

瀬せ

島じ
ま

）

☎
０
８
０（
３
２
１
０
）１
２
０
２

 

第
５
回
若わ

か
や
ぎ柳
流り

ゅ
う

吉き
ち

の
会

 

日
本
舞
踊
発
表
会

若
柳
流
吉
の
会

◦
日
時　
４
月
９
日
㈰

　

午
後
１
時
〜
３
時

◦�

場
所　
八
千
代
座

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
、
一
緒
に
勉
強
し
ま
せ
ん
か
。
参
加

費
は
不
要
で
す
が
、コ
ピ
ー
代
が
必
要
で
す
。

◦�
日
時　
３
月
19
日
㈰　

午
前
10
時
〜

◦�
場
所　
山
鹿
市
立
博
物
館

◦�

定
員　
15
人
程
度

　

３
月
15
日
㈬
ま
で
に
電
話
で
山
鹿
市
立

博
物
館
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

�

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
山
鹿
市
立
博
物
館
）

☎（
43
）１
１
４
５

　

入
場
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
星
子
）

☎（
43
）２
２
１
０

３月

※�営業時間や内容が変更・中止になる場合
があります。また、チケットのお求めや
内容に関することは八千代座まで問い合わ
せください。　　　　　　問☎ (44)4004

開催日 行　事　名 時間 料金
４日㈯ 八千代座狂言教室発表会 日中 無料
８日㈬ 休　館　日 − −

19 日㈰
くまもと子どもわくわく

アートフェスティバル 2023
サーカスの灯

日中 有料

【見学ができない日】　上記の日、および３日㈮午後、
15 日㈬午後は見学できません。　 
　八千代座見学＆山鹿灯籠踊り「八千代座物語」
日　時  �５日㈰、６日㈪、11 日㈯〜 13 日㈪、18 日㈯、

20 日㈪、21 日㈷（午前 11 時開演）
見学料　大人 530 円、小中学生 270 円　（団体割引あり）
※�八千代座物語の鑑賞には、別途大人 500 円、小中学

生 250 円が必要です。詳しくは、山鹿温泉観光協会
ホームページをご覧ください。

　第 18 回山鹿八千代座狂言教室発表会
日　時  �３月４日㈯　午後１時半開演（午後１時開場）
　八千代座で稽古を続けた狂言の４年ぶりの発表会で
す。２人の小学生が大人たちと演じるかわいい狂言を
ご覧ください。入場無料です。
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投
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ー
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腹筋に

短
　
歌

短
　
歌

肥
後
狂
句

肥
後
狂
句

俳
　
句

俳
　
句

肥
後
狂
句
や
ま
が
会
　
一
月
例
会

●
川
上
火
男
選

お
か
し
か
ぞ　

ス
コ
ア
カ
ー
ド
付
け
き
ら
ん

新
谷　

不
動

よ
か
ろ
う
か　

ま
あ
だ
運
転
し
と
る
爺　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠
藤　

上
気

運
の
よ
か　

占
領
国
が
ア
メ
リ
カ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
木
又
衛
門

ね
ま
っ
と
る　

飛
車
角
の
行
き
場
の
無
ァ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
下　

賀
松

よ
か
ろ
う
か　

催
促
し
よ
る
二
回
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
水
流
繁
富

●
荒
木
又
衛
門
選

い
る
か
い
た　

三
途
の
川
の
渡
し
賃荻　

　

正
好

す
び
く
な
ァ　

除
夜
の
鐘
聞
く
ホ
ー
ム
レ
ス　

五
十
嵐
竜
五
郎

ね
ま
っ
と
る　

俺
が
実
力
知
ら
ん
娑
婆　

藤
本　

白
扇

お
か
し
か
ぞ　

き
な
臭
う
な
る
世
界
観

木
庭
野
々
花

運
の
良
か　

狂
句
の
道
の
歩
け
と
る川

上　

火
男

鹿
北
か
じ
か
会
　
十
二
月
例
会

●
島
北
皎
誓
選

あ
ー
ら
又　

大
ぶ
ろ
し
き
ば
広
げ
ら
す

松
本　

臣
子

あ
ー
ら
又　

夢
で
し
ま
え
た
宝
く
じ　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
川　

正
子

あ
ー
ら
又　

焦
が
れ
よ
る
ば
い
お
っ
か
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
島　

絢
子

新
人
俳
句
講
座

●
瀬
口
忠
一
選

サ
ッ
カ
ー
の
ド
ー
ハ
の
歓
喜
マ
ス
ク
飛
ぶ　

  

城
田　

千
鶴

太
箸
を
揃
へ
来
ぬ
子
を
待
っ
て
を
り　
　

西
牟
田
幸
子

垣
根
越
し
餅
を
搗つ

き
た
る
昭
和
か
な　
　

日
丸
貴
代
子

山
鹿
俳
句
会
　
二
月
例
会

●
岩
岡
中
正
選

真
夜
中
の
蛇
口
と
ろ
と
ろ
寒
の
水　
　
　

園
田　

紀
子

犬
の
鼻
く
ろ
ぐ
ろ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
来　
　
　

松
下　

圭
士

春
落
葉
今
日
の
私
を
ぬ
ぎ
す
て
て　
　
　

本
田　

孝
子

鹿
本
短
歌
会
　
　
一
月
詠
草

睡ね
む

り
ゆ
く
自し

が
息
温
く
耳
に
来
て
巣
穴
に
丸
き
兎
と
な
る
ま
で　
　
　
　
　

大
友　

清
子

●
大
友
清
子
選

冬
の
日
の
眩
し
き
夕
日
窓
に
差
し
無
為
に
過
ご
せ
し
一ひ

と

日ひ

が
暮
れ
る　
　
　

江
良
美
佐
子

ぬ
る
き
湯
に
心
ゆ
く
ま
で
浸
り
た
し
猪
出
さ
う
な
ひ
な
び
た
る
宿　
　
　
　

荒
尾
智
恵
子

石
人
短
歌
会
　
　
一
月
詠
草

●
富
田
豊
子
選

こ
の
夏
は
藺い

草ぐ
さ

の
う
す
べ
り
買
ひ
求
め
草
原
の
風
居
間
に
吹
か
せ
り　
　
　

黒
田　

光
子

足
早
に
雑
踏
駆
け
る
群
集
と
時
も
ど
し
た
き
人
止
る
献
花　
　
　
　
　
　
　

堀
田　

恵
美 

松
の
内
過
ぎ
て
も
引
け
ぬ
初は

つ

御み

籤く
じ

咳
よ
止
ま
れ
と
マ
ス
ク
で
願
う　
　
　
　

米
原　

秀
一

鹿
北
短
歌
会
　
　
一
月
詠
草

●
渕
上
修
次
選

川
岸
の
草
焼
か
れ
い
て
お
ぼ
ろ
月
春
待
つ
ご
と
く
空
に
出
で
た
り　
　
　
　

貞
熊
喜
美
子

初
詣
で
よ
ろ
め
く
我
を
気
遣
い
て
支
え
て
く
れ
し
息
子
の
頼
も
し
き　
　
　

西
牟
田
節
代

暗
闇
の
散
歩
時
楽
し
空
見
上
げ
き
ら
り
輝
く
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム　
　
　
　
　

北
原　

千
鶴

菊
鹿
短
歌
会
　
　
一
月
詠
草

●
渕
上
修
次
選

今
ま
さ
に
山
の
端
出
ず
る
初
日
の
出
そ
の
荘
厳
に
勝
る
も
の
な
し　
　
　
　

長
野　

節
子

み
ど
り
児
は
泣
き
て
笑
い
て
吾
を
見
し
幸
せ
に
な
れ
幸
せ
で
あ
れ　
　
　
　

渕
上
ヨ
シ
子

慰
霊
碑
に
冥
福
祈
る
高
炉
跡
怒
り
哀
し
み
小
岱
山
に　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
口　

安
徳

三
岳
短
歌
会
　
　
一
月
例
会

●
有
働
真
澄
選

石
門
の
上
に
重
ね
の
餅
を
置
く
祖
父
が
し
て
ゐ
し
老
い
の
一
願　
　
　
　
　

山
口　

信
博

朝
六
時
室
温
五
度
の
仏
前
に
経
を
唱
ふ
る
吐
く
息
白
し　
　
　
　
　
　
　
　

山
口　

博
美

軒
下
の
千
両
ひ
と
む
れ
つ
や
や
か
に
赤
き
実
つ
け
て
木
洩
れ
日
の
中　
　
　

有
働　

恵
子

市
民
文
芸

市
民
文
芸



腹筋に

OMRON PINDYS

　1 月 29 日に県北地域で行われるうちわカップが鹿陽
センタで開催され、オムロンピンディーズU-12男子チー
ムが優勝しました。女子も優勝こそ逃しましたが奮闘す
る様子に成長を感じました。
　ピンディーズの指導を受け、日頃から懸命に練習に取
り組む選手たちの成果が、とても喜ばしい結果となりま
した。今後の成長も楽しみです。

U-12 うちわカップ 男子優勝 プレーオフ告知
　リーグ戦で上位 4 チームが優勝を懸けて熱く戦
います。準決勝と決勝はパソコンやスマートフォ
ンなどから利用できる仮想空間「メタバース」か
らの観戦もできるので、会場に行けない皆さんは
ぜひこちらで観戦ください。
　詳細は、公式ホームページでお知らせします。
開催日：3 月 17 日㈮～ 21 日㈷
時　間：1st. Stage  17 日㈮午後４時半～
　　　　2nd Stage  19 日㈰午後１時〜
　　　　FINAL.         21 日㈷午後０時半〜
場　所：17 日㈮・19 日㈰
　　　　武蔵野の森 総合スポーツプラザ
　　　　21 日㈷
　　　　豊田合成記念体育館エントリオ
料　金：場所によって変動するため
　　　　公式サイトを確認ください。
　　　　[JHL 2022-23 PLAY OFFS]

　太もも周辺を鍛えるトレーニングで膝の怪我予防にも有効な
トレーニングです。かっこいいヒップと強靭な膝を手に入れるた
め、まずは１０回×２セットを目標に行いましょう。
他にもさまざまなトレーニングを紹介していきますのでぜひ実
践してみてください！

▶
１ ２ ３

選手おすすめトレーニングを紹介！
☆ヒップリフト☆

▶
高さのある台にかかとを乗せる 　かかとに体重を預けておしり

を浮かす
　背中から裏太ももにかけて、
一直線になるようにお尻を引き
上げ、ゆっくり②の姿勢に戻る

Instagramでも試
合結果やプレー写
真を公開中！

今回紹介するのは
副キャプテン
米澤綾

あや

美
み

選手！

　興味のある小学４年生から６年生の皆さん、
ぜひピンディーズ U-12 でハンドボール

を始めてみませんか？
男女ともに大歓迎です！
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■
編
集
発
行
　
山
鹿
市
秘
書
広
報
課
広
報
係

　
　
　
　
　
　
〒
861-0592

熊
本
県
山
鹿
市
山
鹿
987

番
地
3　

　
　
　
　
　
　
☎
0968（

43）1110　
�
0968（

44）0373
　
　
　
　
　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
https://www.city.yam

aga.kum
am
oto.jp

2023
（

令
和

5
年

）　M
arch　

N
o.267

３

あ
と
が
き

♥
そ
ろ
そ
ろ
春
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
中

に
は
初
め
て
何
か
に
取
り
組
む

人
や
新
生
活
が
ス
タ
ー
ト
す
る

人
も
い
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

私
も
先
日
、
声
を
か
け
ら

れ
て
山
鹿
市
公
式YouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル
の
制
作
チ
ー
ム
に

入
り
ま
し
た
。
初
め
て
の
こ
と

で
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
皆

さ
ん
が
見
や
す
く
、
楽
し
く
視

聴
で
き
る
よ
う
に
試
行
錯
誤
し

な
が
ら
カ
メ
ラ
を
回
し
て
い
ま

す
。
す
で
に
投
稿
さ
れ
た
動
画

の
ど
れ
か
に
、
私
も
少
し
出
演

し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

気
に
な
る
人
は
、
左
の
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
お

進
み
く
だ
さ
い
！　
（
紫
）

＊�掲載の人名は、原則として新聞用語懇談会の取り
　決めによる漢字を使用しています（秘書広報課）

■人の動き
人口 99 人減りました 49,298 人
男性 51 人減りました 23,304 人
女性 48 人減りました 25,994 人
世帯数 31 世帯減りました 21,902 世帯
〜14歳 11.5 ％ 5,667 人
15歳〜64歳 50.1 ％ 24,696 人
65歳〜 38.4 ％ 18,935 人

1 月末現在 ( 増減は前月末比 )
▲よへほ

ちゃんねる

　こ
ん
に
ち
は
。こ
と
し
の
寒
さ

は
人
生
の
中
で
一
番
寒
い
の
で
は

と
毎
年
思
っ
て
い
る
木
邑
で
す
。

　前
回
、
協
力
隊
通
信
の
お
手
伝

い
を
し
て
く
れ
る
エ
マ
を
紹
介
し

ま
し
た
が
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア
シ
ュ
ナ

ウ
ザ
ー
の
マ
ッ
ク
ス
が
新
た
な
仲

間
と
し
て
加
わ
り
、
よ
り
一
層
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
彼
女
た
ち
の
冒

険
の
様
子
を
お
届
け
し
ま
す
。

　さ
て
、
今
回
の
冒
険
テ
ー
マ
は

「
蒲
生
の
池
」
で
す
。地
元
の
人
か

ら
大
き
な
池
が
あ
る
と
の
情
報
を

聞
き
、
早
速
行
っ
て
み
る
こ
と
に
。

車
か
ら
降
り
た
瞬
間
、
あ
ま
り
の

寒
さ
に
出
る
こ
と
を
た
め
ら
い
ま

し
た
が
、
隊
員
た
ち
に
せ
か
さ
れ

て
渋
々
外
に
出
る
と
、
な
ん
と
大

き
な
池
が
現
れ
ま
し
た
。こ
ん
な

と
こ
ろ
に
あ
る
ん
だ
と
関
心
し
な

が
ら
歩
い
て
い
る
と
、
怪
し
い
生

き
物
を
マ
ッ
ク
ス
が
発
見
。よ
ー

く
見
て
み
る
と「 

コ
、
コ
ア
ラ
？ 

」

と
首
を
か
し
げ
た
く
な
る
コ
ア
ラ

の
よ
う
な
何
か
が
そ
こ
に
は
い
ま

し
た
。ち
ょ
っ
ぴ
り
怖
く
な
っ
た

一
行
は
コ
ア
ラ
の
よ
う
な
何
か
を

後
に
し
、
無
事
お
う
ち
に
帰
り
ま

し
た
と
さ
。（
木
邑
）

(43)1112

た
ん
け
ん

に
っ
き や

ま
が
だ
い
ぼ
う
け
ん

や
ま
が
だ
い
ぼ
う
け
ん

次
号
は

HP　　　　　　146鵜

MP　　　　　　102

マックス Lv.6

荒
木
隊
員 こんにちは！

マックスだよ。

エマとマックスは

旅に出た！

草むらに飛び込んだ！

-5
-5

草でちくちくした！
HP　　　　149
鵜

MP　　　　120

エマ鵜Lv.8
鵜

コアラのような
なにかがあらわれた！

なにか気配が ,,,,?
 

“かもうのいけ“が現れた！

　鹿北町柏
かや

ノ
の

木
き

区の古川利
と し は る

治さん（81）と安
やす

子
こ

さん（77）ご夫妻
は、九州でたった２軒しかない楮

こうぞ

農家です。
　楮は、山鹿灯籠や来民うちわを作る上でなくてはならないもので
すが、皆さんわかりますか？　そう、和紙の原料なんです。年間３
㌧弱を福岡県八女市に出荷しているそうですが、この作業がなかな
か大変なうえ、後継者の確保が喫緊の課題となっています。
【出荷までの流れ】
　①伐採後、そこから芽が出て成長　②３回ほど消毒　③伐採
　④蒸す　⑤皮剥ぎ　⑥乾燥（天気との戦い）⑦出荷　

　皆さんも、山鹿灯籠や来民うちわを手にする際は、古川さんご夫
妻の顔を思い浮かべてくださいね。

息を合わせて釜に楮を入れます

皆さんの身近な話題や気になる情報、イベントなど、隠れた地域の　
魅力を広報紙で発信してみませんか ?詳しくはお問い合わせください。
問�秘書広報課広報係　☎ (43)1110

山鹿市広報部員、募集中！

読 の ひ ろ ば
市民の皆さんからの投稿欄市民の皆さんからの投稿欄
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皮剥ぎはコツをつかむのがポイント
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